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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物を毛髪に塗布する工程を含む、毛髪感触の改善を果たす方法であって、前記組成
物が、
　（ａ）１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の重量平均分子量を有し、０．１ｍｅｑ／ｇ
～２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーと、
　（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポリマーであっ
て１．０ｍｅｑ／ｇ～３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する前記コポリマーと、
　（ｃ）抗ふけ活性物質と、
　（ｄ）化粧用として許容可能なキャリアと、
　（ｅ）界面活性剤と、
　を含み、（ａ）：（ｂ）の重量比が１００：１～６：１であり、
　（ａ）＋（ｂ）の合計が組成物全体の０．１重量％～０．５重量％の量であり、
　　前記組成物が水で希釈された時点でコアセルベート粒子を形成し、
　　前記コアセルベート粒子が４Ｐａ・ｓ～４０Ｐａ・ｓの圧搾流粘度を有し、
　　２０マイクロメートル超のフロックサイズを有するコアセルベート微粒子の百分率が
、５％～４０％であり、
　前記抗ふけ活性物質の頭皮上への付着が少なくとも１．５マイクログラム／ｃｍ２であ
る、
　毛髪感触の改善を果たす方法。
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【請求項２】
　１～１００の尺度で、６０以上の平均消費者受容度評点が達成される、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記カチオン性グアーポリマーが、１５０，０００～８００，０００ｇ／ｍｏｌの重量
平均分子量を有する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記カチオン性グアーポリマーが、２００，０００～７００，０００ｇ／ｍｏｌの重量
平均分子量を有する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記カチオン性コポリマーが、１．１ｍｅｑ／ｇ～２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有す
る、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記カチオン性コポリマーが、１．２ｍｅｑ／ｇ～２．２ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有す
る、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記抗ふけ活性物質が、抗細菌活性物質、ピリジンチオン塩、アゾール、硫化セレン、
粒状硫黄、角質溶解性の酸、サリチル酸、オクトピロックス（登録商標）（ピロクトンオ
ラミン）、コールタール、及びこれらの混合物から成る群から選択される、請求項１～６
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記組成物が亜鉛含有の層状材料を含み、前記亜鉛含有の層状材料が塩基性炭酸亜鉛、
炭酸水酸化亜鉛、水亜鉛土、炭酸水酸化亜鉛銅、水亜鉛銅鉱、炭酸水酸化銅亜鉛、亜鉛孔
雀石、亜鉛イオン含有フィロケイ酸塩、層状複水酸化物、ヒドロキシ複塩、及びこれらの
混合物から成る群から選択される、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記頭皮上への塩基性炭酸亜鉛の付着が少なくとも１マイクログラム／ｃｍ２である、
請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記組成物が、前記組成物全体の０．０１重量％～０．４重量％のカチオン性グアーポ
リマー（ａ）を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記組成物が、前記組成物全体の０．００１重量％～０．１重量％のカチオン性コポリ
マー（ｂ）を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤である、請求項１～１１のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記組成物が補助界面活性剤を更に含み、前記補助界面活性剤が双極性界面活性剤、両
性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物から成る群から選択される、
請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　毛髪感触の改善を達成する方法であって、（ａ）特定のカチオン性グアーポリマーと（
ｂ）特定のカチオン性コポリマーと（ｃ）抗ふけ活性物質と（ｄ）化粧用として許容可能
なキャリアと（ｅ）界面活性剤とを含む組成物を毛髪に塗布する工程を含み、（ａ）：（
ｂ）の合計が組成物全体の約１０００：１～約３．５：１であり、（ａ）＋（ｂ）の合計
は組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の量であり、本組成物が水で希釈
された時点でコアセルベート粒子を形成し、コアセルベート粒子が約１ｃＰ～約１００ｃ
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Ｐの圧搾流粘度を有し、約２０マイクロメートル超のフロックサイズがコアセルベート粒
子の百分率は約１％～約６０％であり、かつ頭皮上への抗ふけ活性物質の付着は少なくと
も約１マイクログラム／ｃｍ2である。
【背景技術】
【０００２】
　コンディショニングシャンプー、即ち、界面活性剤とヘアコンディショニング剤とを含
む「１本で２つの機能を持つ（2 in 1）」ヘア用製品は公知となっている。これらのパー
ソナルケア組成物は典型的に、シリコーン、炭化水素油、脂肪エステルなどのコンディシ
ョニング剤とともに、アニオン性洗浄界面活性剤を含む。これらの製品は、１つの製品か
らヘアコンディショニング及び洗浄性能を便宜的に得る手段として消費者の間によく普及
するようになってきた。
【０００３】
　しかしながら、コンディショニング用パーソナルケア組成物の多くは、塗布工程中に毛
髪又は皮膚上にコンディショニング剤を十分に付着させない。また、付着が可能であると
しても、調合物におけるアニオン性界面活性剤の濃度が比較的低い場合に限り、付着可能
になる。付着が不十分な場合、塗布工程中にコンディショニング剤の大部分が洗い落とさ
れてしまうため、コンディショニングによる恩恵はほとんど又は全く得られない。毛髪又
は皮膚上にコンディショニング剤が十分に付着しない場合、比較的高濃度のコンディショ
ニング剤が必要になり得る。しかし、このような高濃度のコンディショニング剤は、原料
コストを上げ、泡立ちを減らし、また製品安定性への懸念を生じ得る。加えて、コアセル
ベートが形成されるように総アニオン性界面活性剤を制限したとすれば組成物の発泡能力
も制限されてしまう可能性がある。さもなければ、低コスト効率の両性界面活性剤を用い
たとしても、その濃度を高めることによって十分な泡立ちが得られるようにする必要が生
じ得る。
【０００４】
　ヘアコンディショニング剤の毛髪上への付着を向上させる既知の方法の１つとしては、
特定のカチオン性付着ポリマーの使用が挙げられる。これらのポリマーは、合成物であっ
てもよいが、最も一般的には天然セルロース誘導体又はカチオン置換基で改質されたグア
ーポリマーである。
【０００５】
　様々なコンディショニング活性物質、特に、液滴直径が小さい（即ち、２マイクロメー
トル以下の）コンディショニング活性物質の付着を改善するには、洗浄組成物を水で希釈
した時点でコアセルベートを形成することが重要である。コアセルベート形成の目的から
、典型的なカチオン性ポリマーを含む洗浄組成物は、希釈時に十分なコアセルベート粒子
濃度を確保するために、全アニオン性界面活性剤濃度を有意に制限する傾向がある。しか
しながら、これにより、特定の洗浄組成物で達成できる泡立ち量が制限されてしまうこと
になる。よって、コアセルベート形成性組成物のコスト効率及び発泡性を高めるためには
、高濃度のアニオン性界面活性剤の存在下でコアセルベートを形成できるカチオン性ポリ
マーを使用することが望ましい。しかし、頭皮上に有効な付着量及び質で付着することも
必要とされる抗ふけ活性物質が組成物に含まれる場合には、更に複雑さが生ずる。しかし
ながら、抗ふけ活性物質の付着量及び質を高める目的から、例えば、高濃度かつ高電荷密
度のカチオン性ポリマーを利用したとすれば、ヘアコンディショニング感触はしばしば、
消費者の多くが許容範囲外であると関連付ける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　結果として、ヘアコンディショニングと毛髪感触のトレードオフなしに、抗ふけ剤（an
ti-dandruff）の付着性能を良好にするコンディショニング用の抗ふけ組成物に対するニ
ーズが存在する。
【課題を解決するための手段】



(4) JP 5890528 B2 2016.3.22

10

20

30

40

50

【０００７】
　第１の態様によれば、本発明は毛髪感触の改善を果たす方法に関し、本方法は
　（ａ）約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の重量平均分子量を有し、約０．１ｍｅｑ
／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーと、
　（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポリマーであっ
て約１．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する前記コポリマーと、
　（ｃ）抗ふけ活性物質と、
　（ｄ）化粧用として許容可能なキャリアと、
　（ｅ）界面活性剤と、を含む組成物を毛髪に塗布する工程を含み、
　（ａ）：（ｂ）の重量比が約１０００：１～約３．５：１であり、
　（ａ）＋（ｂ）の合計が組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の量であ
り、
　本組成物は水で希釈された時点でコアセルベート粒子を形成し、
　コアセルベート粒子が約１ｃＰ～約１００ｃＰの圧搾流粘度を有し、
　約２０マイクロメートル超のフロックサイズを有するコアセルベート微粒子の百分率は
約１％～約６０％であり、
　頭皮上への抗ふけ活性物質の付着は少なくとも約１マイクログラム／ｃｍ2である。
【０００８】
　第２の態様によれば、本発明は
　（ａ）約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の重量平均分子量を有し、約０．１ｍｅｑ
／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーと、
　（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポリマーであっ
て約１．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する前記コポリマーと、
　（ｃ）抗ふけ活性物質と、
　（ｄ）化粧用として許容可能なキャリアと、
　（ｅ）界面活性剤と、を含む組成物を毛髪に塗布する工程を含み、
　（ａ）：（ｂ）の重量比が約１０００：１～約３．５：１であり、
　かつ（ａ）＋（ｂ）の合計が本組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の
量であるコンディショニング組成物に関する。
【０００９】
　第３の態様によれば、本発明は第２の態様による組成物を毛髪のトリートメントを目的
とする使用に関する。
【００１０】
　第４の態様によれば、本発明は
　（ａ）第１の態様による方法を含む塗布指示書と、
　（ｂ）組成物と、を具備するキットに関する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】軸Ｘ：１００ｓ-1におけるコアセルベート粒子の圧搾流粘度である。軸Ｙ：約２
０マイクロメートル超のフロックサイズを有するコアセルベート粒子の百分率である。円
のサイズは平均消費者受容評点に対応する（サイズが大きいほど受容評点が高い）。白で
塗り潰した円は、平均消費者受容評点の結果が６０以上であり、（ａ）：（ｂ）の比率が
約１０００：１～約３．５：１の範囲内に収まり、（ａ）＋（ｂ）の合計が０．７％未満
であり、かつ頭皮上への抗ふけ活性物質の付着が１マイクログラム／ｃｍ2超であるコア
セルベート粒子特性を有する組成物を表す。薄いグレーで塗り潰した円は、（ａ）＋（ｂ
）を超える組成物が０．７％未満であることを表す。濃いグレー及び黒で塗り潰した円は
、（ａ）：（ｂ）の比率が１０００：１～３．５：１の範囲から外れる組成物を表す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　特に記述のない限り、全ての百分率は、組成物全体の重量を基準とする。全ての比率は
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、特に記述のない限り、重量比である。全ての範囲は、包含的であり、かつ組み合わせ可
能である。有効数字の数は、表示された量に対する限定を表すものでも、測定値の精度に
対する限定を表すものでもない。本明細書において用いられている用語「分子量」又は「
Ｍ．Ｗｔ．」は、特に記述のない限り、重量平均分子量を指す。「ＱＳ」は、１００％と
するために十分な量を意味する。
【００１３】
　特に指示がない限り、全ての数量は、「約」という単語によって修飾されるものと理解
される。特に指示がない限り、全ての測定は、２５℃において周囲条件で実施されるもの
と理解され、「周囲条件」とは、約１気圧及び相対湿度約５０％における条件を意味する
。列挙される成分についてのこうした重量は全て活性レベルに基づいたものであり、特に
断らない限り、市販の物質に含有される可能性のある基剤又は副生成物は含まれない。
【００１４】
　本明細書では、「含む」とは、最終結果に影響を及ぼさない、他の工程及び他の成分を
追加し得ることを意味する。この用語は、用語「～から成る」及び用語「本質的に～から
成る」を包含する。本発明の組成物、方法、使用法、キット、及びプロセスは、本明細書
で説明される、本発明の必須要素及び制約、並びに本明細書で説明される、追加成分若し
くは任意成分、構成要素、工程、又は制約のいずれをも含み、それらからなり、本質的に
それらから成ることができる。
【００１５】
　本明細書において用いられている用語「実質的に含まない」は、組成物全体の約１重量
％未満、又は約０．８重量％未満、又は約０．５重量％未満、又は約０．３重量％未満、
又は約０重量％を意味する。
【００１６】
　本明細書において用いられている用語「毛髪」は、頭皮の毛、顔面の毛、及び身体の毛
を含めた、哺乳類の毛を意味し、特に、ヒトの頭部及び頭皮上の毛に関する。
【００１７】
　本明細書において用いられている用語「美容的に許容可能な」は、説明される組成物、
処方、又は成分が、過度の毒性、不適応性、不安定性、及びアレルギー反応性などを伴わ
ず、ヒトのケラチン組織と接触させて使用するために好適であることを意味する。本明細
書で説明され、ケラチン組織に直接適用するという用途を有する全ての組成物は、美容的
に許容可能である様制限される。
【００１８】
　本明細書で使用されている「誘導体」としては、所定の化合物のアミド誘導体、エーテ
ル誘導体、エステル誘導体、アミノ誘導体、カルボキシル誘導体、アセチル誘導体、酸誘
導体、塩誘導体及び／又はアルコール誘導体が挙げられるが、これらに限定されない。
【００１９】
　本明細書において用いられている「ポリマー」は、２つ以上のモノマーの重合によって
形成される化学物質を意味する。本明細書で使用するとき、用語「ポリマー」は、モノマ
ーの重合、並びに天然ポリマーによって作製される全ての材料を含むべきである。１種類
だけのモノマーから作製されるポリマーは、ホモポリマーと称される。ポリマーは、少な
くとも２つのモノマーを含む。２種以上の異なる種類のモノマーから作製されるポリマー
は、コポリマーと称される。異なるモノマーの分布は、統計的に又はブロックごとに計算
することができ、両方の可能性は、本発明には好適である。特に明記される場合を除いて
、本明細書において用いられている用語「ポリマー」は、ホモポリマー及びコポリマーを
含むいかなる種類のポリマーも含まれる。
【００２０】
　本明細書で用いられている「キット」は、複数の構成要素を含むパッケージユニットを
意味する。キットの例としては、例えば、第１の組成物、及び別々にパッケージングされ
た第２の組成物が挙げられる。別のキットは、第１の組成物と、エネルギー送達装置と、
を含み得る。別のキットは、３つの異なる種類の別々にパッケージングされた組成物と、
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ヘアスタイリング用具と、を含み得る。更なるキットは、方法を含む塗布指示書と、組成
物／調合物と、を含み得る。
【００２１】
　本明細書において用いられている用語「コアセルベート」は、界面活性剤とポリマーと
の間に形成される錯体を意味する。この錯体は、無希釈の組成物中で可溶である場合もあ
れば又は不溶である場合もあり、典型的には、無希釈の組成物中で不溶性錯体を形成し、
希釈された時点で溶けにくくなる場合もあり、このようにして、溶液中においてその相分
離又は付着のレベルの増加が生ずる。
【００２２】
　本明細書において用いられている用語「フロック」は、凝集した不溶性コアセルベート
の局在性クラスターを意味し、抗ふけ活性物質及びシリコーンエマルションなどの組成物
中に存在するポリマー、界面活性剤、水及び分散相を含んで構成される。本明細書におい
て開示されているフロックサイズはいずれも、後述のＬａｓｅｎｔｅｃ　ＦＢＲＭ法を使
用して得られる。
【００２３】
　本明細書において用いられている用語「等方性」とは、コアセルベートの特定の相構造
を意味し、ここで、当該構造は、空間内の任意の３直交方向に沿って同一であり、したが
って、直交偏光間で見た場合には、暗いか又は「非複屈折性」である。（第２の方向にお
いて第１のベクトル成分がゼロである場合、一方の方向が他方の方向に対して「直交する
」。）（Ｌａｕｇｈｌｉｎ，Ｒ．Ｇ．（１９９４）．「Ｔｈｅ　Ａｑｕｅｏｕｓ　Ｐｈａ
ｓｅ　Ｂｅｈａｖｉｏｒ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ，」１８２，８．２）。
【００２４】
　本明細書で使用されている用語「電荷密度」は、（ポリマーが構成される）モノマー単
位における正の電荷数と前記モノマー単位のＭ．Ｗｔ．の比率を指す。ポリマーＭ．Ｗｔ
．に電荷密度を乗じると、所与のポリマー鎖における正に荷電した部位の数が求められる
。カチオン性グアーの電荷密度は、当業者に公知の窒素百分率の標準元素分析を使用して
測定される。この窒素百分率値は、総タンパク質量分析用に修正された後、ポリマーのグ
ラム当たりの正電荷の数又は当量の計算に使用できる。カチオン性コポリマーの電荷密度
は、合成に使用されるモノマーの関数である。ポリマー中のカチオン性モノマーと非イオ
ン性モノマーの比を確認する場合は、当業者に公知の標準ＮＭＲ技術が使用される。この
技術は、次いで、ポリマーのグラム当たりの正電荷の数又は当量の計算に使用される。一
旦これらの値が求められた後は、電荷密度が、カチオン性ポリマーのグラム当たりのミリ
グラム当量（ｍｅｑ）数でレポートされる。
【００２５】
　本明細書に用いられている用語「（メタ）アクリルアミド」は、メチルアクリルアミド
又はアクリルアミドを意味する。本明細書に用いられている用語「（メタ）アクリル酸」
は、アクリル酸又はメタクリル酸を意味する。
【００２６】
　驚くべきことに、特定のカチオン性グアーポリマー、及びアクリルアミドモノマーとカ
チオン性モノマーとの特定のカチオン性コポリマーの特定の濃度及び比率を処方すること
によって、ヘアコンディショニング及び毛髪感触に対する消費者の受け入れ拒否を最小限
に抑えて、又は消費者の受け入れ拒否を全く伴わずに、抗ふけ活性物質を改良し得ること
が見出されてきた。
【００２７】
　理論に縛られるものではないが、ヘアコンディショニング及び毛髪感触に関する消費者
受容度を良好にするためにはカチオン性グアーポリマーに対してカチオン性コポリマーを
低い濃度にする必要があるが、それでも、なお、頭皮上への抗ふけ活性物質の付着に優れ
ることが、発明者らによって見出された。そのように頭皮への付着に優れることは、抗ふ
け活性物質のふけ防止効果と相関する。カチオン性グアーが生成するコアセルベートは、
極めて望ましいコアセルベートフロックサイズ及びコアセルベートレオロジー特性を有す
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ニング及び毛髪感触に対する消費者受容度と相関することに起因する。カチオン性グアー
によっては、与えられる毛髪感触が消費者に受け入れられるものであったとしても、抗ふ
け活性物質の付着に効果がない場合もある。カチオン性グアーの分子量が増せば、頭皮上
へのふけ付着防止効果の良好化が達成され得るが、その結果として、コアセルベートのフ
ロックサイズが大型になる可能性もあることが明らかにされてきた。大型のコアセルベー
トのフロックが毛髪に塗布されると毛髪に付着し、結果として、毛髪感触が受容度の低い
ものになる。一方、カチオン性コポリマーは、頭皮上への抗ふけ活性物質の付着に極めて
有効なコアセルベートを生成するが、それにより、コアセルベートフロックサイズ及びレ
オロジーの特性は、消費者に容認できない毛髪感触を生ずる結果になる。本明細書に規定
されている比率及び量で特定のカチオン性グアーと特定のカチオン性コポリマーとを含む
組成物を提供すれば、単一の組成物でカチオン性グアーの低分子量化とカチオン性コポリ
マー及びシリコーンの付着増加により消費者に所望される両方の恩恵が達成され得る。と
同時に、ヘアコンディショニング性能及び毛髪感触に対する消費者受容度が依然として高
度に維持される。これは、驚くべき発見であった。
【００２８】
　第１の態様、他の態様、及び他の関連する構成要素による方法の特徴は、以降本明細書
中で詳細に記述されている。本明細書に記載されている全ての成分は、本明細書に記載し
た必須成分と物理的及び化学的に適合性があるべきであり、そうでなければ過度に製品の
安定性、審美性又は性能を損なわないものでなければならない。
【００２９】
　本組成物は、（ａ）約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌの未満重量平均分子量、及び約０
．１ｍｅｑ／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーを含
む。なお、（ａ）＋（ｂ）の合計は組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％
の量である。カチオン性グアーポリマーは、カチオン的に置換されたガラクトマンナン（
グアー）ガム誘導体である。これらのグアーガム誘導体の調製に用いられるグアーガムは
典型的に、グアープラントの種から天然に産出される材料として得られる。グアー分子自
体は、直線鎖状マンナンであり、代替マンノース単位上の単員ガラクトース単位とともに
定期的な間隔で分岐する。マンノース単位は、β（１～４）グルコシド結合によって互い
に連結している。ガラクトース分岐は、α（１～６）結合によって生じる。グアーゴムの
カチオン性誘導体は、ポリガラクトマンナンと反応性第四アンモニウム化合物のヒドロキ
シル基との間の反応によって得られる。グアー構造上のカチオン性基の置換の程度は、上
述の必要なカチオン電荷密度を提供するのに十分でなくてはならない。
【００３０】
　或る実施形態において、カチオン性グアーポリマーは９００，０００ｇ／ｍｏｌ未満、
又は約１５０，０００～約８００，０００ｇ／ｍｏｌ、又は約２００，０００～約７００
，０００ｇ／ｍｏｌ、又は約３００，０００～約７００，０００ｇ／ｍｏｌ、又は約４０
０，０００～約６００，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量を有する。
【００３１】
　或る実施形態において、本組成物は、カチオン性グアーポリマー（ａ）を本組成物全体
の約０．０１重量％～約０．７重量％、又は約０．０４重量％～約０．５５重量％、又は
約０．０８重量％～約０．５重量％、又は約０．１６重量％～約０．５重量％、又は約０
．２重量％～約０．５重量％、又は約０．３重量％～約０．５重量％、又は約０．４重量
％～約０．５重量％含む。
【００３２】
　カチオン性グアーポリマーは、第四アンモニウム化合物から形成され得る。或る実施形
態において、カチオン性グアーポリマーを形成するための第四アンモニウム化合物は、次
の一般式に適合する。
【００３３】
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【化１】

　式中、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3はメチル基又はエチル基であり、Ｒ4は次の一般式のエポキシア
ルキル基であるか
【００３４】

【化２】

　又はＲ4は次の一般式のハロヒドリン基である。
【００３５】

【化３】

　式中、Ｒ5はＣ1～Ｃ3アルキレンであり、Ｘは塩素又は臭素であり、ＺはＣｌ－、Ｂｒ
－、Ｉ－又はＨＳＯ4－のようなアニオンである。
【００３６】
　或る実施形態において、カチオン性グアーポリマーは次の一般式に適合する。
【００３７】

【化４】

　式中、Ｒはグアーガムであり、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ5は１～６個の炭素原子を含む炭化
水素であり、Ｚはハロゲンである。或る実施形態において、カチオン性グアーポリマーは
式Ｇに適合する。
【００３８】
【化５】

【００３９】
　好適なカチオン性グアーポリマーには、グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウムの
ようなカチオン性グアーガム誘導体が含まれる。或る実施形態において、カチオン性グア
ーポリマーは、グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウムである。グアーヒドロキシプ
ロピル塩化トリモニウムの具体的な例としては、Ｒｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ　Ｉｎｃｏ
ｒｐｏｒａｔｅｄから市販されているＪａｇｕａｒ（登録商標）シリーズ、例えば、Ｒｈ
ｏｄｉａから市販されているＪａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－５００が挙げられる。Ｊａｇ
ｕａｒ（登録商標）Ｃ－５００は、０．８ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び５００，０００ｇ
／ｍｏｌｅのＭ．Ｗｔ．を有する。別のグアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウム（１
．１ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び５００，０００ｇ／ｍｏｌｅのＭ．Ｗｔ．を有するもの
）は、Ａｓｈｌａｎｄから入手可能である。更なるグアーヒドロキシプロピル塩化トリモ
ニウム（電荷密度が１．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び５００，０００ｇ／ｍｏｌｅのＭ
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【００４０】
　Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１７は、本発明のカチオン性グアーポリマー（ａ）とし
て好適ではない。Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１７は式Ｇに適合し、約０．６ｍｅｑ／
ｇのカチオン電荷密度、及び約２．２００万ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．を有し、Ｒｈｏｄｉ
ａ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能である。Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ　１３Ｓもまた、
本発明のカチオン性グアーポリマー（ａ）として好適ではない。Ｊａｇｕａｒ（登録商標
）Ｃ　１３Ｓは式Ｇに適合し、約２，２００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．、及び約０
．８ｍｅｑ／ｇのカチオン電荷密度を有する（Ｒｈｏｄｉａ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可
能）。或る実施形態において、本発明はＪａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１７及び／又はＪ
ａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ　１３Ｓを実質的に含まない。
【００４１】
　他の好適なポリマーとしては、０．７ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び６００，０００ｇ／
ｍｏｌｅのＭ．Ｗｔ．を有するＲｈｏｄｉａから入手可能なＨｉ－Ｃａｒｅ　１０００、
並びに０．７ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び４２５，０００ｇ／ｍｏｌｅのＭ．Ｗｔ．を有
するＡｓｈｌａｎｄから入手可能なＮ－Ｈａｎｃｅ　３２６９及びＮ－Ｈａｎｃｅ　３２
７０が挙げられる。ＡｑｕａＣａｔ　ＣＧ５１８は０．９ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び５
０，０００ｇ／ｍｏｌｅのＭ．Ｗｔ．を有するＡｓｈｌａｎｄから入手可能である。Ａｑ
ｕａＣａｔ　ＣＧ５１８は０．９ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び及び５０，０００ｇ／ｍｏ
ｌｅのＭ．Ｗｔ．を有するＡｓｈｌａｎｄから入手可能である。
【００４２】
　本組成物は、（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポ
リマーであって、このコポリマーは約１．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度
を有する。なお、（ａ）＋（ｂ）の合計は組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７
重量％の量である。或る実施形態において、カチオン性コポリマーは、アクリルアミドモ
ノマーとカチオン性モノマーとの合成カチオン性コポリマーである。
【００４３】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーは以下のものを含む。
　（ｉ）次式ＡＭのアクリルアミドモノマー：
【００４４】
【化６】

　式中、Ｒ6は、Ｈ又はＣ1～4アルキルであり、Ｒ7及びＲ8は、Ｈ、Ｃ1～4アルキル、Ｃ
Ｈ2ＯＣＨ3、ＣＨ2ＯＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）2、及びフェニルから成る群から独立して選択さ
れるか、あるいは共にＣ3～6シクロアルキルである、及び
　（ｉｉ）次式ＣＭのカチオン性モノマー：
【００４５】
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【化７】

　式中、ｋ＝１、各ｖ、ｖ’及びｖ”は独立して１～６の整数であり、ｗは０であるか、
１～１０の整数であり、かつＸ-はアニオンである。
【００４６】
　或る実施形態においてカチオン性モノマーは式ＣＭに適合し、式中、ｋ＝１、ｖ＝３で
、ｗ＝０、ｚ＝１であり、Ｘ-はＣｌ-であって、次の構造を形成する。
【００４７】

【化８】

【００４８】
　上の構造は、ジクワット（diquat）と称されてもよい。別の実施形態において、カチオ
ン性モノマーは式ＣＭに適合し、式中、ｖ及びｖ”はそれぞれ３で、ｖ’＝１、ｗ＝１、
ｙ＝１であり、Ｘ-はＣｌ-であって、次のようになる。
【００４９】
【化９】

【００５０】
　上記の構造は、トリクワット（Triquat）と称されてもよい。
【００５１】
　或る実施形態において、アクリルアミドモノマーは、アクリルアミド又はメタクリルア
ミドである。
【００５２】
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　或る実施形態において、カチオン性コポリマー（ｂ）はＡＭ：ＴＲＩＱＵＡＴ、即ち、
アクリルアミドと１，３－プロパンジアミニウム，Ｎ－［２－［［［ジメチル［３－［（
２－メチル－１オキソ２－プロペニル）アミノ］プロピル］アンモニオ］アセチル］アミ
ノ］エチル］２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ’－ペンタメチル－，トリクロリ
ドとのコポリマーである。ＡＭ：ＴＲＩＱＵＡＴは、ポリクオタニウム７６（ＰＱ７６）
としても知られている。ＡＭ：ＴＲＩＱＵＡＴは、１．６ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有し、
１．１００万ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．を有し得る。
【００５３】
　或る実施形態においてカチオン性コポリマーはアクリルアミドモノマーとカチオン性モ
ノマーとの合成カチオン性コポリマーであり、そのカチオン性モノマーは、ジメチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、ジテル
チオブチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノメチル（メタ）アクリル
アミド、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、エチレンイミン、ビニルアミ
ン、２－ビニルピリジン、４－ビニルピリジン、塩化トリメチルアンモニウムエチル（メ
タ）アクリレート、トリメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリレートメチル硫酸塩、
塩化ベンジルジメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリレート、塩化４－ベンゾイルベ
ンジルジメチルアンモニウムエチルアクリレート、塩化トリメチルアンモニウムエチル（
メタ）アクリルアミド、塩化トリメチルアンモニウムプロピル（メタ）アクリルアミド、
塩化ビニルベンジルトリメチルアンモニウム、塩化ジアリルジメチルアンモニウム、及び
これらの混合物から成る群から選択される。
【００５４】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーは、カチオン性モノマー類であり、その
カチオン性モノマーは、塩化トリメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリレート、トリ
メチルアンモニウムエチル（メタ）アクリレートメチル硫酸塩、塩化ベンジルジメチルア
ンモニウムエチル（メタ）アクリレート、塩化４－ベンゾイルベンジルジメチルアンモニ
ウムエチルアクリレート、塩化トリメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリルアミド、
塩化トリメチルアンモニウムプロピル（メタ）アクリルアミド、塩化ビニルベンジルトリ
メチルアンモニウム、及びこれらの混合物から成る群から選択されるカチオン性モノマー
を含む。
【００５５】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーは水溶性である。或る実施形態において
、カチオン性コポリマーは、（メタ）アクリルアミド、及び（メタ）アクリルアミドを主
成分とするカチオン性モノマー、及び／又は加水分解に安定なカチオン性モノマーの（１
）コポリマーと、（２）（メタ）アクリルアミド、及びカチオン性（メタ）アクリル酸エ
ステルを主成分とするモノマー、及び（メタ）アクリルアミドを主成分とするモノマー、
及び／又は加水分解に安定なカチオン性モノマーのターポリマーと、から形成される。カ
チオン性（メタ）アクリル酸エステルを主成分とするモノマーは、四級化Ｎ原子を含む（
メタ）アクリル酸のカチオン化エステルであってもよい。或る実施形態において、四級化
Ｎ原子を含む（メタ）アクリル酸のカチオン化エステルは、アルキル基及びアルキレン基
内のＣ１～Ｃ３で四級化されたジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレートである。
或る実施形態において、四級化Ｎ原子を含む（メタ）アクリル酸のカチオン化エステルは
、塩化メチルで四級化されたジメチルアミノメチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、ジエチ
ルアミノメチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート、及
びジエチルアミノプロピル（メタ）アクリレートのアンモニウム塩から成る群から選択さ
れる。或る実施形態において、四級化Ｎ原子を含む（メタ）アクリル酸のカチオン化エス
テルは、アルキルハライド、又は塩化メチル、又は塩化ベンジル、又はジメチル硫酸塩（
ＡＤＡＭＥ－Ｑｕａｔ）で四級化されたジメチルアミノエチルアクリレートである。或る
実施形態において、カチオン性モノマーは、（メタ）アクリルアミドを主成分とする場合
、アルキル基及びアルキレン基内のＣ１～Ｃ３で四級化されたジアルキルアミノアルキル
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（メタ）アクリルアミドであるか、又はアルキルハライド、若しくは塩化メチル、若しく
は塩化ベンジル、若しくはジメチル硫酸塩で四級化されたジメチルアミノプロピルアクリ
ルアミドである。
【００５６】
　或る実施形態において、（メタ）アクリルアミドを主成分とするカチオン性モノマーは
、アルキル基及びアルキレン基内のＣ１～Ｃ３で四級化されたジアルキルアミノアルキル
（メタ）アクリルアミドである。或る実施形態において、（メタ）アクリルアミドを主成
分とするカチオン性モノマーは、アルキルハライド、特に塩化メチル、又は塩化ベンジル
、又はジメチル硫酸塩で四級化されたジメチルアミノプロピルアクリルアミドである。
【００５７】
　或る実施形態において、カチオン性モノマーは、加水分解に安定なカチオン性モノマー
である。ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリルアミドに加えて、加水分解に安定な
カチオン性モノマーは、ＯＥＣＤ加水分解試験に安定であると見なしてよい全モノマーで
あり得る。或る実施形態において、カチオン性モノマーは加水分解に安定であり、加水分
解に安定なカチオン性モノマーは、塩化ジアリルジメチルアンモニウム、及び水溶性カチ
オン性スチレン誘導体から成る群から選択される。
【００５８】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーは、アクリルアミドと、塩化メチル（Ａ
ＤＡＭＥ－Ｑ）で四級化された２－ジメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリレートと
、塩化メチル（ＤＩＭＡＰＡ－Ｑ）で四級化された３－ジメチルアンモニウムプロピル（
メタ）アクリルアミドとのターポリマーである。或る実施形態において、カチオン性コポ
リマーは、アクリルアミドと、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム塩化物と
、から形成される。このアクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム塩化物は、約１
．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する。
【００５９】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーの約１．１ｍｅｑ／ｇ～約２．５ｍｅｑ
／ｇ、又は約１．１ｍｅｑ／ｇ～約２．３ｍｅｑ／ｇ、又は約１．２ｍｅｑ／ｇ～約２．
２ｍｅｑ／ｇ、又は約１．２ｍｅｑ／ｇ～約２．１ｍｅｑ／ｇ、又は約１．３ｍｅｑ／ｇ
～約２．０ｍｅｑ／ｇ、又は約１．３ｍｅｑ／ｇ～約１．９ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有す
る。
【００６０】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーは約１００，０００ｇ／ｍｏｌ～約２０
０万ｇ／ｍｏｌ、又は約３００，０００ｇ／ｍｏｌ～約１，８００万ｇ／ｍｏｌ、又は約
５００，０００ｇ／ｍｏｌ～約１，６００万ｇ／ｍｏｌ、又は約７００，０００ｇ／ｍｏ
ｌ～約１，４００万ｇ／ｍｏｌ、又は約９００，０００ｇ／ｍｏｌ～約１，２００万ｇ／
ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．を有する。
【００６１】
　或る実施形態において、カチオン性コポリマーは、トリメチルアンモニオプロピルメタ
クリルアミド塩化物（trimethylammoniopropylmethacrylamide chloride）とＮ－アクリ
ルアミド（N-Acrylamide）とのコポリマーであり、ＡＭ：ＭＡＰＴＡＣとしても公知であ
る。ＡＭ：ＭＡＰＴＡＣは、約１．３ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び約１，１００万ｇ／ｍ
ｏｌのＭ．Ｗｔ．を有し得る。或る実施形態において、カチオン性コポリマーはＡＭ：Ａ
ＴＰＡＣである。ＡＭ：ＡＴＰＡＣは、約１．８ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び約１，１０
０万ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．を有し得る。
【００６２】
　或る実施形態において、カチオン性グアーポリマー（ａ）及びカチオン性コポリマー（
ｂ）は、本組成物に使用／配合物として添加される。このような配合物は、本明細書にお
いて参照により援用されている米国特許第２０１１／０００２８６８Ａ１号（Ｂｉｅｒｇ
ａｎｎｓ　ｅｔ　ａｌ，２０１０年７月１日出願）に開示されている。特に、米国特許第
２０１１／０００２８６８Ａ１の公開された原典を参照すると、段落００４２～００４７
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はカチオン性コポリマーについて記述し、段落００９２～００９５は、とりわけカチオン
性グアーポリマーについて記述している。或る実施形態において、本配合物はカチオン性
グアーポリマー（ａ）とカチオン性コポリマー（ｂ）とを含んで構成され、このカチオン
性コポリマーはＡＭ：ＡＰＴＡＣである。例えば、本発明の範囲に含まれるカチオン性グ
アーとＡＭ：ＡＰＴＡＣとの配合物は、Ａｓｈｌａｎｄから入手可能である。例えば、Ａ
ｓｈｌａｎｄ製の配合物（グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウム（５００，０００
ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ、及び１．１ｍｅｑ／ｇの電荷密度）とＡＭ／ＡＰＴＡＣ（１，１
００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．、及び１．８ｍｅｑ／ｇの電荷密度）を９５：５で
配合したもの、例えば、カチオン性グアーポリマー（ａ）とカチオン性コポリマー（ｂ）
の比率が１９：１の配合物が入手可能である。
【００６３】
　本配合物はカチオン性コポリマーを含んで構成されていてもよく、このカチオン性コポ
リマーは、（１）（メタ）アクリルアミド、（メタ）アクリルアミドを主成分とするカチ
オン性モノマー、及び／又は加水分解に安定なカチオン性モノマーのコポリマーと、（２
）（メタ）アクリルアミド、カチオン性（メタ）アクリル酸エステルを主成分とするモノ
マー、及び（メタ）アクリルアミドを主成分とするモノマー、及び／又は加水分解に安定
なカチオン性モノマーのターポリマーと、から形成される。或る実施形態において、配合
物はカチオン性、水溶性、合成コポリマー、及びポリガラクトマンナン、又はポリグルコ
マンナンの組み合わせであり、このポリガラクトマンナン及びポリグルコマンナンは、多
糖主鎖に共有結合した第四アンモニウム基を含むグアーから誘導される。或る実施形態に
おいて、前記ポリガラクトマンナン又は前記ポリグルコマンナンのカチオン置換度（ＤＳ
）は約０．０３～約０．７０である。或る実施形態において、前記ポリガラクトマンナン
又は前記ポリグルコマンナンは、約０．１～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する。
【００６４】
　（ａ）＋（ｂ）の合計は、組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の量で
ある。（ａ）＋（ｂ）の合計は、本組成物の総重量を基準とした、本明細書に定義されて
いるカチオン性グアーポリマー及び本明細書に定義されているカチオン性コポリマーの総
重量の百分率を意味する。或る実施形態において、（ａ）＋（ｂ）の合計は本組成物全体
の約０．０１重量％～約０．７重量％、又は約０．１重量％～約０．５重量％、又は約０
．１重量％～約０．４重量％、又は約０．２重量％～約０．３重量％である。（ａ）＋（
ｂ）は、本明細書に定義されている量における合計である。このレベルを超えると、コア
セルベートのフロックサイズが過大になり始め、十分な効果が発揮されなくなる。フロッ
クサイズが大型になると、結果的に、毛髪繊維間に閉じ込められるコアセルベート粒子が
多くなり、それ故、頭皮に効率的に達しない、即ち、頭皮上に付着する量が少なくなり、
さほど効率的に効果が得られなくなる。更なる実施形態において、（ａ）＋（ｂ）の合計
は本組成物全体の約０．０００１重量％～約０．６重量％未満、約０．０１重量％～約０
．６重量％未満、又は約０．１重量％～約０．５重量％未満、又は約０．１重量％～約０
．４重量％未満、又は約０．２重量％～約０．３重量％未満である。
【００６５】
　（ａ）：（ｂ）の重量比は、約１０００：１～約２：１である。或る実施形態において
、（ａ）：（ｂ）の重量比は約１０００：１～約４：１である。或る実施形態において、
（ａ）：（ｂ）の重量比は、約８００：１～約４：１、又は約５００：１～約４：１、又
は約１００：１～約５：１、又は約１００：１～約６：１、又は約５０：１～約６．５：
１、又は約５０：１～約７：１、又は約５０：１～約８．３：１、又は約５０：１～約１
６．７：１である。
【００６６】
　本組成物のｐＨは、約ｐＨ　３～約ｐＨ　９、又は約ｐＨ　４～約ｐＨ　７であっても
よい。
【００６７】
　本組成物は抗ふけ活性物質を含み、その抗ふけ活性物質は抗ふけ活性物質の微粒子であ
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り得る。或る実施形態において、抗ふけ活性物質は、ピリジンチオン塩；炭酸亜鉛；ケト
コナゾール、エコナゾール及びエルビオルなどのアゾール；硫化セレン；粒状硫黄；サリ
チル酸などの角質溶解剤；及びこれらの混合物から成る群から選択される。或る実施形態
において、抗ふけ微粒子はピリジンチオン塩である。このような抗ふけ粒子は、物理的及
び化学的に組成物の構成成分と適合すべきであり、別段に製品の安定性、審美性、又は性
能を過度に損なうべきではない。
【００６８】
　ピリジンチオン微粒子は、本発明の組成物において用いられる好適な微粒子の抗ふけ活
性物質である。或る実施形態において、抗ふけ活性物質は１－ヒドロキシ－２－ピリジン
チオン塩であり、微粒子形状である。或る実施形態において、ピリジンチオン抗ふけ微粒
子の濃度は、本組成物の約０．０１重量％～約５重量％、又は約０．１重量％～約３重量
％、又は約０．１重量％～約２重量％の範囲である。或る実施形態において、ピリジンチ
オン塩は、亜鉛、スズ、カドミウム、マグネシウム、アルミニウム及びジルコニウムなど
の重金属、概して亜鉛、典型的には１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン（別称：「亜鉛
ピリジンチオン」又は「ＺＰＴ」）の亜鉛塩、一般的には１－ヒドロキシ－２－ピリジン
チオン塩から血小板微粒子形状で形成される。或る実施形態において、血小板微粒子形状
の１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン塩は最大約２０マイクロメートル、又は最大約５
マイクロメートル、又は最大約２．５マイクロメートルの平均粒径を有する。ナトリウム
などの他のカチオンから形成された塩も同様に、好適であり得る。ピリジンチオン抗ふけ
活性物質は、例えば、米国特許第２，８０９，９７１号明細書、同第３，２３６，７３３
号明細書、同第３，７５３，１９６号明細書、同第３，７６１，４１８号明細書、同第４
，３４５，０８０号明細書、同第４，３２３，６８３号明細書、同第４，３７９，７５３
号明細書、及び同第４，４７０，９８２号明細書に記載されている。
【００６９】
　或る実施形態において、本組成物は、ピリチオンの多価金属塩から選択される抗ふけ活
性物質に加えて、１種以上の抗真菌及び／又は抗細菌活性物質を更に含む。或る実施形態
において、抗細菌活性物質は、コールタール、硫黄、炭（fcharcoal）、ウィットフィー
ルド（whitfield）軟膏、カステラーニ塗布剤、塩化アルミニウム、ゲンチアナバイオレ
ット、オクトピロックス（登録商標）（ピロクトンオラミン）、シクロピロックスオラミ
ン、ウンデシレン酸及びその金属塩、過マンガン酸カリウム、硫化セレン、チオ硫酸ナト
リウム、プロピレングリコール、ビターオレンジ油、尿素調製物、グリセオフルビン、８
－ヒドロキシキノリンシロキノール、チオベンダゾール、チオカルバメート、ハロプロジ
ン、ポリエン、ヒドロキシピリドン、モルホリン、ベンジルアミン、アリルアミン（テル
ビナフィンなど）、茶木油、クローブリーフ油、コリアンダー、パルマローザ、ベルベリ
ン、タイムレッド、桂皮油、ケイ皮アルデヒド、シトロネル酸、ヒノキトール、イヒチオ
ールペール、センシバ（Sensiva）ＳＣ－５０、エレスタブ（Elestab）ＨＰ－１００、ア
ゼライン酸、リチカーゼ（lyticase）、ヨードプロピニルブチルカルバメート（ＩＰＢＣ
）、オクチルイソチアザリノンなどのイソチアザリノン、及びアゾール、並びにこれらの
混合物から成る群から選択される。或る実施形態において、抗細菌剤は、イトラコナゾー
ル、ケトコナゾール、硫化セレン、コールタール、及びこれらの混合物から成る群から選
択される。
【００７０】
　アゾール抗菌物質はベンゾイミダール、ベンゾチアゾール、ビホナゾール、硝酸ブタコ
ナゾール、クリンバゾール、クロトリマゾール、クロコナゾール、エベルコナゾール、エ
コナゾール、エルビオール、フェンチコナゾール、フルコナゾール、フルチマゾール、イ
ソコナゾール、ケトコナゾール、ラノコナゾール、メトロニダゾール、ミコナゾール、ネ
チコナゾール、オモコナゾール、硝酸オキシコナゾール、セルタコナゾール、硝酸スルコ
ナゾール、チオコナゾール、チアゾール、及びこれらの混合物から成る群から選択される
イミダゾールであるか、又はアゾール抗細菌剤はテルコナゾール、イトラコナゾール、及
びこれらの混合物から成る群から選択されるトリアゾールである。アゾール抗細菌活性物
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質は、本組成物中に存在するとき、本組成物全体の約０．０１重量％～約５重量％、又は
約０．１重量％～約３重量％、又は約０．３重量％～約２重量％の量で含まれる。或る実
施形態において、アゾール抗細菌活性物質は、ケトコナゾールである。或る実施形態にお
いて、唯一の抗細菌活性物質は、ケトコナゾールである。
【００７１】
　本発明はまた、抗細菌活性物質の組み合わせを含んでいてもよい。或る実施形態におい
て、抗細菌活性物質の組み合わせは、オクトピロックス（登録商標）及びジンクピリチオ
ン、パインタール及び硫黄、サリチル酸及びジンクピリチオン、サリチル酸及びエルビオ
ル、ジンクピリチオン及びエルビオル、ジンクピリチオン及びクリムバソル、オクトピロ
ックス（登録商標）及びクリムバソル、サリチル酸及びオクトピロックス（登録商標）、
並びにこれらの混合物から成る組み合わせの群から選択される。
【００７２】
　或る実施形態において、本組成物は、有効な量の亜鉛含有層状材料を含む。或る実施形
態において、本組成物は、本組成物全体の約０．００１重量％～約１０重量％、又は約０
．０１重量％～約７重量％、又は約０．１重量％～約５重量％の亜鉛含有層状材料を含む
。
【００７３】
　亜鉛含有層状材料は、主として二次元で生じる結晶成長を有するものであり得る。層構
造は、全ての原子が明確な層に組み込まれているものとしてだけではなく、ギャラリーイ
オン（gallery ion）と呼ばれる、層の間にイオン又は分子があるものとすることが慣例
的である（Ａ．Ｆ．Ｗｅｌｌｓ「Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ」Ｃｌａｒｅｎｄｏｎ　Ｐｒｅｓｓ，１９７５）。亜鉛含有層状物質（ＺＬＭ
）は、亜鉛を層に組み込んで有してもよく、及び／又はギャラリーイオンの構成成分であ
ってもよい。ＺＬＭの以下の種類は、一般カテゴリーの比較的一般的な例を表すが、この
定義に合うより広範囲の物質に関する限定を意図するものではない。
【００７４】
　多くのＺＬＭは鉱物として天然に産出される。或る実施形態において、ＺＬＭは水亜鉛
土（炭酸水酸化亜鉛）、塩基性炭酸亜鉛、水亜鉛銅鉱（炭酸水酸化亜鉛銅）、亜鉛孔雀石
（炭酸水酸化銅亜鉛）、及びこれらの混合物から成る群から選択される。亜鉛を含有する
関連ミネラルもまた、本組成物中に含まれ得る。天然のＺＬＭもまた発生可能であり、そ
の際、粘土型鉱物（例えばフィロケイ酸塩）のようなアニオン性層の種には、イオン交換
した亜鉛ギャラリーイオンが含有されている。これらの天然物質はいずれも、合成によっ
て得るか、又は組成物中に直接生成させるか、若しくは製造プロセスにおいて生成させる
ことができる。
【００７５】
　たいてい合成であるが必ずしも常に合成ではないＺＬＭの一般的な部類としては、それ
以外にも、層状の複水酸化物が挙げられる。或る実施形態において、ＺＬＭは式［Ｍ2+

1-

xＭ
3+
x（ＯＨ）2］

x+Ａm-
x/m・ｎＨ2Ｏに適合する層状の複水酸化物であり、二価イオン

（Ｍ2+）は亜鉛イオンである（Ｃｒｅｐａｌｄｉ，ＥＬ，Ｐａｖａ，ＰＣ，Ｔｒｏｎｔｏ
，Ｊ，Ｖａｌｉｍ，ＪＢ　Ｊ．Ｃｏｌｌｏｉｄ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ．Ｓｃｉ．２００２，
２４８，４２９～４２）。
【００７６】
　調製可能なＺＬＭの種類としては、更にほかにも、ヒドロキシ複塩と呼ばれる種類のも
のがある（Ｈ．モリオカ（Morioka, H.）、Ｈ．タガヤ（Tagaya, H.）、Ｍ．カラス（Kar
asu, M）、Ｊ．カドカワ（Kadokawa, J）、Ｋ．チバ（Chiba, K）、Ｋ　Ｉｎｏｒｇ．Ｃ
ｈｅｍ．１９９９，３８，４２１１～６）。或る実施形態において、ＺＬＭは式［Ｍ2+

1-

xＭ
2+
1+x（ＯＨ）3(1-y)］

+　Ａn-
(1=3y)/n・ｎＨ2Ｏに適合するヒドロキシ複塩であり、

２つの金属イオン（Ｍ2+）は同一であってもよいし又は異なっていてもよい。それらが同
一であってかつ亜鉛で表される場合、式は［Ｚｎ1+x（ＯＨ）2］

2x+　２ｘ　Ａ-・ｎＨ2

に簡素化される。この後者の式は、水酸化塩化亜鉛及び水酸化硝酸亜鉛のような物質を表
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す（ｘ＝０．４である場合）。或る実施形態において、ＺＬＭは水酸化塩化亜鉛及び／又
は水酸化硝酸亜鉛である。二価のアニオンで一価のアニオンを置き換えると、これらは水
亜鉛土にも関連する。これらの物質はまた、組成物中に直接、又は製造プロセスにおいて
生成させることもできる。
【００７７】
　或る実施形態において、本組成物は塩基性炭酸亜鉛を含む。塩基性炭酸亜鉛の市販の供
給源には、炭酸亜鉛塩基（Zinc Carbonate Basic）（ケイター・ケミカルズ（Cater Chem
icals）；米国イリノイ州ベンセンビル）、炭酸亜鉛（Zinc Carbonate）（シェパード・
ケミカルズ（Shepherd Chemicals）；米国オハイオ州ノーウッド）、炭酸亜鉛（Zinc Car
bonate）（ＣＰＳユニオン社（CPS Union Corp.）；米国ニューヨーク州ニューヨーク）
、炭酸亜鉛（Zinc Carbonate）（エレメンティス・ピグメンツ（Elementis Pigments）；
英国ダラム）、及び炭酸亜鉛ＡＣ（Zinc Carbonate AC）（ブリュッグマン・ケミカル（B
ruggemann Chemical）；米国ペンシルベニア州ニュータウンスクエア）が挙げられる。塩
基性炭酸亜鉛はまた、商業的には「炭酸亜鉛」又は「炭酸亜鉛塩基」又は「ヒドロキシ炭
酸亜鉛」と呼ばれる場合もあるが、天然起源の水亜鉛鉱に類似した物質から成る合成の種
類である。理想的な化学量論は、Ｚｎ5（ＯＨ）6（ＣＯ3）2により表されるが、実際の化
学量論的比は僅かに変化することができ、またその他の不純物が結晶格子内に組み込まれ
てもよい。
【００７８】
　亜鉛含有層状物質及びピリチオン又はピリチオンの多価金属塩を有する実施形態では、
亜鉛含有層状物質と、ピリチオン又はピリチオンの多価金属塩との比は、約５：１００～
約１０：１、又は約２：１０～約５：１、又は約１：２～約３：１である。
【００７９】
　頭皮上への抗ふけ活性物質の付着は、少なくとも約１マイクログラム／ｃｍ2である。
抗ふけ活性物質が頭皮に到達してそこで確実に作用を発揮できるようにすることを考慮す
れば、頭皮上への抗ふけ活性物質の付着は重要である。或る実施形態において、頭皮上へ
の抗ふけ活性物質の付着は少なくとも約１．５マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも
約２．５マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約３マイクログラム／ｃｍ2、又は少な
くとも約４マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約６マイクログラム／ｃｍ2、又は少
なくとも約７マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約８マイクログラム／ｃｍ2、又は
少なくとも約８マイクログラム／ｃｍ2、又は少なくとも約１０マイクログラム／ｃｍ2で
ある。頭皮上への抗ふけ活性物質の付着は、熟練の美容師が従来の洗浄プロトコールに従
い、個人の毛髪を抗ふけ活性物質含有の組成物（例えば、本発明による組成物）で洗浄す
ることによって測定される。次いで、表面に開放端ガラスシリンダーを保持できるよう毛
髪を頭皮の領域上に分けて、抽出溶液のアリコートを添加し撹拌した後、抗ふけ活性物質
の内容物を回収し、ＨＰＬＣのような従来の方法論に基づいて分析定量する。
【００８０】
　或る実施形態において、頭皮上への塩基性炭酸亜鉛の付着は、少なくとも約１マイクロ
グラム／ｃｍ2である。
【００８１】
　本組成物は化粧用として許容可能なキャリアを含む。或る実施形態において、キャリア
は水性キャリアである。このキャリアの量及び化学的性質は、他の構成成分との適合性、
及び当該製品の他の所望の特性に応じて選択される。或る実施形態において、キャリアは
水、及び低級アルキルアルコールの水溶液から成る群から選択される。或る実施形態にお
いてキャリアは、一価アルコールが１～６個の炭素を有する低級アルキルアルコールであ
る。或る実施形態において、キャリアはエタノール及び／又はイソプロパノールである。
或る実施形態において、化粧用として許容可能なキャリアは化粧用として許容可能な水性
キャリアであり、約２０％～約９５％、又は約６０％～約８５％の濃度で存在する。
【００８２】
　本組成物は界面活性剤を含む。本界面活性剤は、組成物に洗浄性能を提供する目的で含
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まれている。或る実施形態において、界面活性剤はアニオン性界面活性剤、両性界面活性
剤、双極性イオン界面活性剤、カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこれ
らの混合物から成る群から選択される。或る実施形態において、界面活性剤はアニオン性
界面活性剤である。或る実施形態において、本組成物は、本組成物全体の約５重量％～約
５０重量％、又は約８重量％～約３０重量％、又は約１０重量％～約２５重量％の界面活
性剤を含む。
【００８３】
　本組成物は、洗浄性界面活性剤系を含んでいてもよい。洗浄性界面活性剤系は、少なく
とも１種のアニオン性界面活性剤を含んでいてもよく、任意選択的に、両性界面活性剤、
双極性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、又はこれらの混合物
から成る群から選択される共活性剤を含んでいてもよい。本組成物における洗浄性界面活
性剤系は、所望の洗浄性能及び発泡性能が提供されるよう十分な濃度でなければならない
。或る実施形態において、本組成物は、本組成物全体の約５重量％～約５０重量％、又は
約８重量％～約３０重量％、又は約１０重量％～約２５重量％の洗浄性界面活性剤系を含
む。
【００８４】
　コアセルベート形成、湿潤コンディショニング性能、乾燥コンディショニング性能、及
びコンディショニング剤の毛髪上への付着のような性能特性を考察する際に、ポリマー系
の潜在性能を最大化するために、界面活性剤の濃度及び種類を最適化することが望ましい
。一実施形態において、本組成物に使用される洗浄性界面活性剤系は、エトキシル化レベ
ル及びアニオンレベルを有するアニオン性界面活性剤を含み、そのエトキシル化レベルは
約１～約１０、アニオンレベルは約１～約１０である。この種のアニオン性界面活性剤を
カチオン性コポリマー及びカチオン性グアーポリマーと組み合わせることによって、洗浄
又は発泡性能を低下させることなしに、毛髪及び／又は皮膚へのコンディショニング剤の
付着が増強される。最適なエトキシル化レベルは、界面活性剤の構造に関し化学量論に基
づいて計算されるものであり、エトキシル化モル数が既知である界面活性剤の具体的なＭ
．Ｗｔ．に基づく。同様に、界面活性剤の具体的なＭ．Ｗｔ．、及びアニオン化反応の完
了の測定により、アニオンレベルを算出することができる。
【００８５】
　或る実施形態において、洗浄性界面活性剤系は、硫酸塩、スルホン酸塩、スルホコハク
酸塩、イセチオン酸塩、カルボン酸塩、リン酸塩、及びホスホン酸塩から成る群から選択
されるアニオンを含有している少なくとも１種のアニオン性界面活性剤を含む。或る実施
形態において、アニオンは硫酸塩である。
【００８６】
　或る実施形態において、アニオン性界面活性剤はアルキル硫酸塩又はアルキルエーテル
硫酸塩である。これらの物質はそれぞれ式Ｒ9ＯＳＯ3Ｍ及びＲ9Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）xＳＯ3Ｍ
を有し、式中、Ｒ9は炭素原子数が約８～約１８のアルキル又はアルケニルであり、ｘは
約１～約１０の値を持つ整数であり、Ｍはアンモニウムなどのカチオン、トリエタノール
アミンなどのアルカノールアミン、ナトリウム及びカリウムなどの一価の金属カチオン、
又はマグネシウム及びカルシウムなどの多価の金属カチオンである。界面活性剤の溶解度
は、選択された具体的なアニオン性界面活性剤及びカチオンによって異なる。或る実施形
態では、アルキル硫酸塩及びアルキルエーテル硫酸塩の両方においてＲ9は炭素原子数が
約８～約１８、又は約１０～約１６、又は約１２～約１４である。典型的には、アルキル
エーテル硫酸塩は、エチレンオキシドと、約８～２４個の炭素原子を有する一価アルコー
ルとの縮合生成物として製造される。アルコールは合成品又は脂肪（例えばココヤシ油、
パーム核油、タロー）から誘導することができる。或る実施形態において、アルコールは
ココヤシ油又はパーム核油から誘導されるラウリルアルコール及び直鎖アルコールである
。そのようなアルコールを、約０～約１０モル、又は約２～約５モル、又は約３のモル比
のエチレンオキシドと反応させ、例えばアルコール１モルにつき平均３モルのエチレンオ
キシドを有する得られた分子種の混合物を硫酸化し中和する。或る実施形態において、ア
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ルキルエーテル硫酸塩は、ココナツアルキルトリエチレングリコールエーテル硫酸塩、獣
脂アルキルトリエチレングリコールエーテル硫酸塩、獣脂アルキルヘキサオキシエチレン
硫酸塩及びこれらの混合物のナトリウム塩並びにアンモニウム塩から成る群から選択され
る。或る実施形態において、アルキルエーテル硫酸塩は、個々の化合物の混合物を含み、
この混合物中の化合物は炭素原子数約１０～約１６個の平均アルキル鎖長を有し、平均エ
トキシル化度が約１～約４モルのエチレンオキシドを有する。このような混合物は、Ｃ12

～13化合物を約０重量％～約２０重量％、Ｃ14～15～16化合物を約６０重量％～約１００
重量％、Ｃ17～18～19の化合物を約０重量％～約２０重量％、エトキシル化度が０の化合
物を約３重量％～約３０重量％、エトキシル化度が約１～約４の化合物を約４５重量％～
約９０重量％、エトキシル化度が約４～約８の化合物を約１０重量％～約２５重量％、並
びにトキシル化度が約８を超える化合物を約０．１重量％～約１５重量％含む。
【００８７】
　或る実施形態において、アニオン性界面活性剤は、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウレ
ス硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸トリエチルアミン、ラウレス硫酸トリエチルアミン、
ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウレス硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸
モノエタノールアミン、ラウレス硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸ジエタノール
アミン、ラウレス硫酸ジエタノールアミン、ラウリルモノグリセリド硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸カリウム、ラウレス硫酸
カリウム、ラウリルサルコシン酸ナトリウム、ラウロイルサルコシン酸ナトリウム、ラウ
リルサルコシン、ココイルサルコシン、ココイル硫酸アンモニウム、ラウロイル硫酸アン
モニウム、ココイル硫酸ナトリウム、ラウロイル硫酸ナトリウム、ココイル硫酸カリウム
、ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸トリエタノ
ールアミン、ココイル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、
及びこれらの混合物から成る群から選択され得る。他のアニオン性界面活性剤用のポテン
シャルアニオンとしては、上記の硫酸塩、イセチオン酸塩、スルホン酸塩、スルホコハク
酸塩以外にも、ホスホン酸塩、リン酸塩、及びカルボン酸塩が挙げられる。
【００８８】
　本組成物及び／又は洗浄性界面活性剤系は、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、カチ
オン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物から成る群から選択され
る共活性剤を含み得る。そのような共活性剤の濃度は、本組成物全体の約０．５重量％～
約２０重量％、又は約１重量％～約１０重量％とすることができる。或る実施形態におい
て、本組成物は、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、及びこれらの混合物から成る群か
ら選択される共活性剤を含む。好適な双極性又は両性界面活性剤の非限定例は、米国特許
第５，１０４，６４６号（Ｂｏｌｉｃｈ　Ｊｒ．ｅｔ　ａｌ）、同第５，１０６，６０９
号（Ｂｏｌｉｃｈ　Ｊｒ．ｅｔ　ａｌ）に記載されている。
【００８９】
　本組成物に用いるのに好適な両性界面活性剤は、当該技術分野において周知であり、脂
肪族ラジカルが直鎖又は分枝鎖であることができる脂肪族二級及び三級アミンの誘導体と
して広く記述される界面活性剤が挙げられるが、その際、脂肪族置換基の１つは約８～約
１８個の炭素原子を含有し、１つはカルボキシ、スルホン酸塩、硫酸塩、リン酸塩、又は
ホスホン酸塩などのアニオン性基を含有する。或る実施形態において、両性界面活性剤は
、コカミノプロピオン酸ナトリウム、コカミノジプロピオン酸ナトリウム、ココアンホ酢
酸ナトリウム、ココアンホヒドロキシプロピルスルホン酸ナトリウム、ココアンホプロピ
オン酸ナトリウム、コーンアンホプロピオン酸ナトリウム、ラウラミノプロピオン酸ナト
リウム、ラウロアンホ酢酸ナトリウム、ラウロアンホヒドロキシプロピルスルホン酸ナト
リウム、ラウロアンホプロピオン酸ナトリウム、コーンアンホプロピオン酸ナトリウム、
ラウリミノジプロピオン酸ナトリウム、コカミノプロピオン酸アンモニウム、コカミノジ
プロピオン酸アンモニウム、ココアンホ酢酸アンモニウム、ココアンホヒドロキシプロピ
ルスルホン酸アンモニウム、ココアンホプロピオン酸アンモニウム、コーンアンホプロピ
オン酸アンモニウム、ラウラミノプロピオン酸アンモニウム、ラウロアンホ酢酸アンモニ
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ウム、ラウロアンホヒドロキシプロピルスルホン酸アンモニウム、ラウロアンホプロピオ
ン酸アンモニウム、コーンアンホプロピオン酸アンモニウム、ラウリミノジプロピオン酸
アンモニウム、コカミノプロピオン酸トリエタノールアミン、コカミノジプロピオン酸ト
リエタノールアミン、ココアンホ酢酸トリエタノールアミン、ココアンホヒドロキシプロ
ピルスルホン酸トリエタノールアミン、ココアンホプロピオン酸トリエタノールアミン、
コーンアンホプロピオン酸トリエタノールアミン、ラウラミノプロピオン酸トリエタノー
ルアミン、ラウロアンホ酢酸トリエタノールアミン、ラウロアンホヒドロキシプロピルス
ルホン酸トリエタノールアミン、ラウロアンホプロピオン酸トリエタノールアミン、コー
ンアンホプロピオン酸トリエタノールアミン、ラウリミノジプロピオン酸トリエタノール
アミン、ココアンホジプロピオン酸、カプロアンホ二酢酸二ナトリウム、カプロアンホジ
プロピオン酸二ナトリウム、カプリロアンホ二酢酸二ナトリウム、カプリロアンホジプロ
ピオン酸二ナトリウム（disodium capryloamphodipriopionate）、ココアンホカルボキシ
エチルヒドロキシプロピルスルホン酸二ナトリウム、ココアンホ二酢酸二ナトリウム、コ
コアンホジプロピオン酸二ナトリウム、ジカルボキシエチルココプロピレンジアミン二ナ
トリウム、ラウレス－５カルボキシアンホ二酢酸二ナトリウム、ラウリミノジプロピオン
酸二ナトリウム、ラウロアンホ二酢酸二ナトリウム、ラウロアンホジプロピオン酸二ナト
リウム、オレオアンホジプロピオン酸二ナトリウム、ＰＰＧ－２－イソデセチ－７カルボ
キシアンホ二酢酸二ナトリウム、ラウラミノプロピオン酸、ラウロアンホジプロピオン酸
、ラウリルアミノプロピルグリシン、ラウリルジエチレンジアミノグリシン、及びこれら
の混合物から成る群から選択される。
【００９０】
　一実施形態において、両性界面活性剤は、以下の構造に従う界面活性剤である：
【００９１】
【化１０】

　式中、Ｒ10は、９～１５個の炭素原子を含む置換アルキル系、９～１５個の炭素原子を
含む非置換アルキル系、９～１５個の炭素原子を含む直鎖アルキル系、９～１５個の炭素
原子を含む分枝鎖アルキル系、及び９～１５個の炭素原子を含む不飽和アルキル系から成
る群から選択されるＣ結合一価置換基であり、Ｒ11、Ｒ12、及びＲ13はそれぞれ独立して
、１～３個の炭素原子を含むＣ結合二価直鎖アルキル系、及び１～３個の炭素原子を含む
Ｃ結合二価分枝鎖アルキル系から成る群から選択され、Ｍ+はナトリウム、アンモニウム
及びプロトン化トリエタノールアミンから成る群から選択される一価対イオンである。或
る実施形態において、両性界面活性剤は、ココアンホ酢酸ナトリウム、ココアンホ二酢酸
ナトリウム、ラウロアンホ酢酸ナトリウム、ラウロアンホ二酢酸ナトリウム、ラウロアン
ホ酢酸アンモニウム、ココアンホ酢酸アンモニウム、ラウロアンホ酢酸トリエタノールア
ミン、ココアンホ酢酸トリエタノールアミン、及びこれらの混合物から成る群から選択さ
れる。
【００９２】
　或る実施形態において、本組成物は双極性界面活性剤を含む。この双極性界面活性剤は
脂肪族第四級アンモニウム、ホスホニウム、及びスルホニウム化合物の誘導体であり、脂
肪族ラジカルは直鎖又は分枝鎖であり、脂肪族置換基の１つは約８～約１８個の炭素原子
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を含有し、１つはカルボキシ、スルホン酸塩、硫酸塩、リン酸塩又はホスホン酸塩のよう
なアニオン性基を含有する。或る実施形態において、双極性界面活性剤は、コカミドエチ
ルベタイン、コカミドプロピルアミンオキシド、コカミドプロピルベタイン、コカミドプ
ロピルジメチルアミノヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン、コカミドプロピルジモニ
ウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、
ココベタインアミドアンホプロピオン酸、ココ－ベタイン、ココ－ヒドロキシスルタイン
、ココ／オレアミドプロピルベタイン、ココ－スルタイン、ラウラミドプロピルベタイン
、ラウリルベタイン、ラウリルヒドロキシスルタイン、ラウリルスルタイン及びこれらの
混合物から成る群から選択される。或る実施形態において、双極性界面活性剤は、ラウリ
ルヒドロキシスルタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、ココ－ベタイン、コ
コ－ヒドロキシスルタイン、ココ－スルタイン、ラウリルベタイン、ラウリルスルタイン
、及びこれらの混合物から成る群から選択される。
【００９３】
　或る実施形態において、共活性剤は、双極性界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン性
界面活性剤、及びこれらの混合物から選択される。或る実施形態において、界面活性剤は
アニオン性界面活性剤であり、本組成物は共活性剤を更に含み、この共活性剤は双極性界
面活性剤、両性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物から成る群から
選択される。或る実施形態において、共活性剤は、コカミド、コカミドメチルＭＥＡ、コ
カミドＤＥＡ、コカミドＭＥＡ、コカミドＭＩＰＡ、ラウラミドＤＥＡ、ラウラミドＭＥ
Ａ、ラウラミドＭＩＰＡ、ミリスタミドＤＥＡ、ミリスタミドＭＥＡ、ＰＥＧ－２０コカ
ミドＭＥＡ、ＰＥＧ－２コカミド、ＰＥＧ－３コカミド、ＰＥＧ－４コカミド、ＰＥＧ－
５コカミド、ＰＥＧ－６コカミド、ＰＥＧ－７コカミド、ＰＥＧ－３ラウラミド、ＰＥＧ
－５ラウラミド、ＰＥＧ－３オレアミド、ＰＰＧ－２コカミド、ＰＰＧ－２ヒドロキシエ
チルコカミド、及びこれらの混合物から成る群から選択される非イオン性界面活性剤であ
る。或る実施形態において、補助界面活性剤は双極性界面活性剤であり、この双極性界面
活性剤は、ラウリルヒドロキシスルタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、コ
コ－ベタイン、ココ－ヒドロキシスルタイン、ココ－スルタイン、ラウリルベタイン、ラ
ウリルスルタイン、及びこれらの混合物から成る群から選択される。
【００９４】
　本発明の実施形態によれば、本組成物は不溶性ポリシロキサンを更に含む。意外にも環
状ポリシロキサンの総含有量が全ポリシロキサンの総重量を基準として２．５重量％未満
の不溶性ポリシロキサン（例えば、ポリジメチルシロキサン）のシリコーンエマルション
、カチオン性グアーポリマー、及び／又はアクリルアミドモノマーとカチオン性モノマー
とのカチオン性コポリマーと組み合わせて用い、パーソナルケア組成物を調合することに
よって、皮膚及び毛髪上へのコンディショニングポリマー及び不溶性ポリシロキサンの付
着が改善されるとともに、ヘアコンディショニング及び毛髪感触に対する消費者の受け入
れ拒否をほとんど又は全く伴わずに毛髪を改善できる、ということが、見出されている。
【００９５】
　いかなる特定の理論にも縛られるものではないが、不溶性ポリシロキサンエマルション
は、環状ポリシロキサン濃度が上記の閾値を下回ると、ヘアコンディショニング及び毛髪
感触に対する消費者の受容度を改善でき、それでもなお、頭皮上への付着に優れると考え
られる。環状ポリシロキサンは、高次の界面活性剤ミセルの形成を中断し、結果として、
本組成物の許容可能なレオロジパラメータを得るためには、本組成物に添加される塩の量
を増やす必要が生じると考えられる。しかしながら、塩分の増加によって粘度上昇の誘発
が観察されるが、それに伴いコアセルベートのフロックサイズも増加し得る。フロックサ
イズを増やすと、例えば、より大型のフロックが毛髪内に捕捉されるようになり、頭皮上
の付着にマイナスの影響が及ぶ可能性がある。本明細書に規定されているアニオン性界面
活性剤とカチオン性コンディショニングポリマーとシリコーンエマルションとの混合によ
って、驚くべきことに、単一の組成物においてカチオン性グアーの低分子量化及びカチオ
ン性コポリマー及びシリコーンの付着増加という消費者が所望する両方の利益を得ること
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ができると同時に、依然として消費者に所望される状態に維持されることが見出された。
好都合にも、この界面活性剤、ポリマー及びシリコーンとの組み合わせは、抗ふけ活性物
質のような活性物質を付着させるうえで役立つ。
【００９６】
　より具体的には、本発明の実施形態において所望される粒子径（＜１０マイクロメート
ル）の不溶性ポリシロキサンは、コアセルベート微細構造体内に取り込まれて毛髪及び頭
皮に送達され得ると考えられる。コアセルベート微細構造体に不溶性ポリシロキサン化学
種が入り込むと、結果として構造体の結合が緩くなる。これは、カチオン性グアー／合成
物コポリマー系のような高付着系の特徴であり得る。コアセルベート微細構造体の結合の
緩慢化は、複雑なコアセルベートレオロジ（ＣＣＲ）の低減により特徴づけることができ
る。
【００９７】
　シリコーンエマルションの影響によって、コアセルベートフロックサイズ及びレオロジ
が所望の低減が更に達成されるようになる。一般に、シリコーンミクロエマルション及び
ナノエマルションは、様々な量の残留環状ポリシロキサンを含む。例えば、ジメチコノー
ルは、有意量の環状ポリシロキサン、例えば、オクタメチルシクロテトラシロキサン及び
デカメチルシクロテトラシロキサンを含み得る。環状ポリシロキサンは、消費者に受容さ
れる構成粘度の目標達成に極めて重要となる高次界面活性剤ミセルの形成を中断させるこ
とで、シャンプーなどのアニオン性界面活性剤系組成物に対して有意な影響を及ぼす可能
性がある。高次ミセル形成が中断された場合は結果として、粘度の低下を補う目的から、
より高濃度のＮａＣｌをパーソナルケア組成物に添加することになる。しかしながら、塩
濃度を増加させると、コアセルベート粒子径が大型化するため、美容上好ましくない結果
になることが経験的に明らかにされてきた。したがって、ポリシロキサンのシリコーンエ
マルションに下記濃度の環状ポリシロキサンを含めることによって、意外にも、付着及び
質が良好化されると同時に、毛髪感触も改善できる。
【００９８】
　第１の態様、他の態様、及び他の関連する構成要素による組成物の特徴は、以降本明細
書中で詳細に記述されている。本明細書に記載されている全ての成分は、本明細書に記載
した必須成分と物理的及び化学的に適合性があるべきであり、そうでなければ過度に製品
の安定性、審美性又は性能を損なわないものでなければならない。
【００９９】
　本発明の一実施形態によれば、ａ）アニオン性界面活性剤と、ｂ）カチオン性コンディ
ショニングポリマーと、ｃ）不溶性ポリシロキサン含有のシリコーンエマルションと、を
含むパーソナルケア組成物が提供されている。
【０１００】
　Ａ．シリコーンエマルション
　本発明の実施形態における使用に適したシリコーンエマルションとしては、米国特許第
４，４７６，２８２号、及び米国特許出願公開第２００７／０２７６０８７号に記載され
ている説明に従って調製される不溶性ポリシロキサンのエマルションが挙げられる。した
がって、本発明の目的に対応すべく本明細書中で言及されている不溶性ポリシロキサンと
しては、α，ωヒドロキシ末端ポリシロキサン、又はα，ωアルコキシ末端ポリシロキサ
ンのように、約５０，０００～約５００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲内の分子量を有するポ
リシロキサンが挙げられる。本明細書において「不溶性ポリシロキサン」は、ポリシロキ
サンの水溶性が０．０５重量％未満であることを意味する。別の実施形態において、ポリ
シロキサンの水溶性は０．０２重量％未満、又は０．０１重量％未満、又は０．００１重
量％未満である。或る実施形態によれば、不溶性ポリシロキサンは、本組成物の総重量を
基準として約０．１重量％～約３重量％の範囲内の量でパーソナルケア組成物中に存在す
る。例えば、不溶性のポリシロキサンは、本組成物の総重量を基準として約０．２重量％
～約２．５重量％、又は約０．４重量％～約２．０重量％、又は約０．５重量％～約１．
５重量％の範囲内の量で存在し得る。
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【０１０１】
　シリコーンエマルションの一態様によれば、本明細書に使用されている不溶性ポリシロ
キサンは、次の一般式Ｉを有するα，ωヒドロキシ又はアルコキシ末端ポリシロキサンを
含む：
　Ｒ15－［Ｏ－Ｓｉ（Ｒ14）2］n－ＯＲ15

　式中、「ｎ」は整数であり、Ｒ14は置換又は非置換のＣ1～Ｃ10アルキル又はアリール
であり、Ｒ15は水素であるか又は置換若しくは非置換のＣ1～Ｃ10アルキル又はアリール
である。Ｒ14及びＲ15の非限定例は、アルキル基、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピ
ル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、イソペ
ンチル、ネオペンチル、ｔｅｒｔペンチル、ヘキシル、例えば、ｎ－ヘキシル、ヘプチル
、例えば、ｎ－ヘプチル、オクチル、例えば、ｎ－オクチル、及びイソオクチル、例えば
、２，２，４－トリメチルペンチル、ノニル、例えば、ｎ－ノニル、デシル、例えば、ｎ
－デシル、ドデシル、例えば、ｎ－ドデシル、オクタデシル、例えば、ｎ－オクタデシル
、又はアリール基、例えばフェニル、ナフチル、アントリル、及びフェナントリルから独
立して選択され得る。或る実施形態において、不溶性ポリシロキサンは一般式Ｈ－［Ｏ－
Ｓｉ（Ｒ14）2］n－ＯＨを有する。
【０１０２】
　シリコーンエマルションの別の態様によれば、不溶性ポリシロキサンは、約５０，００
０～約５００，０００ｇ／ｍｏｌの範囲内の平均分子量を有する。例えば、不溶性ポリシ
ロキサンは、約６０，０００～約４００，０００、約７５，０００～約３００，０００、
約１００，０００～約２００，０００の範囲内の平均分子量、又は約１５０，０００ｇ／
ｍｏｌの平均分子量を有し得る。
【０１０３】
　シリコーンエマルションの別の態様によれば、一般式：
【０１０４】
【化１１】

　（式中、Ｒ14は上記定義と同一であり、ｍは４又は５である）を有する環状ポリシロキ
サンの総含有量は、全ポリシロキサンの総重量を基準として約２．５重量％未満の量でシ
リコーンエマルション中に存在する。例えば、ジメチコノールは、オクタメチルシクロテ
トラシロキサン（Ｄ４）及びデカメチルシクロテトラシロキサン（Ｄ５）のような有意量
の環状ポリシロキサンを含み得る。或る実施形態において、Ｄ４の量は全ポリシロキサン
の総重量を基準として約２．０％未満、又は約１．５％未満、又は約１．０％未満、又は
約０．５％未満である。或る実施形態において、Ｄ５の量は全ポリシロキサンの総重量を
基準として約０．５％未満、又は約０．４％未満、又は約０．３％未満、又は約０．２％
未満である。
【０１０５】
　シリコーンエマルションの更に別の態様によれば、エマルションは最大約５００，００
０ｃＰｓの粘度を有する。例えば、粘度は約７５，０００～約３００，０００、約１００
，０００～約２００，０００、又は約１５０，０００ｃＰｓの範囲内であり得る。
【０１０６】
　シリコーンエマルションの更に別の態様によれば、不溶性ポリシロキサンは約３０ｎｍ
～約１０マイクロメートルの範囲内の平均粒径を有する。平均粒径は、例えば、約４０ｎ
ｍ～約５マイクロメートル、約５０ｎｍ～約１マイクロメートル、約７５ｎｍ～約５００
ｎｍ、又は約１００ｎｍの範囲内であり得る。
【０１０７】
　不溶性ポリシロキサンの平均分子量、シリコーンエマルションの粘度、及び不溶性ポリ
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シロキサン含有の粒径は、当業者によって一般に使用される方法、例えば、Ｓｍｉｔｈ，
Ａ．Ｌ．Ｔｈｅ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ
ｓ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．：Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９９１に開
示されている方法で求められる。
【０１０８】
　シリコーンエマルションの別の態様によれば、エマルションは、粒子径が約３０ｎｍ～
約１０マイクロメートルの範囲である高内相粘度エマルションの供給に関与するアニオン
性界面活性剤を更に含む。アニオン性界面活性剤は、有機スルホン酸類から選択される。
本プロセスに使用されるスルホン酸類としては、アルキルアリールスルホン酸、アルキル
アリールポリオキシエチレンスルホン酸、アルキルスルホン酸、及びアルキルポリオキシ
エチレンスルホン酸がごく一般的である。スルホン酸の一般式は下掲の通りである。
　Ｒ16Ｃ6Ｈ4ＳＯ3Ｈ　　　　　　　　　　　　　　（ＩＩ）
　Ｒ16Ｃ6Ｈ4Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）mＳＯ3Ｈ　　　　　　（ＩＩＩ）
　Ｒ16ＳＯ3Ｈ　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＩＶ）
　Ｒ16Ｏ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）mＳＯ3Ｈ　　　　　　　　　（ＩＶ）
　式中、Ｒ16は異なってもよく、少なくとも６個の炭素原子を有する一価炭化水素基であ
る。Ｒ16の非限定例としては、ヘキシル、オクチル、デシル、ドデシル、セチル、ステア
リル、ミリスチル、及びオレイルが挙げられる。「ｍ」は１～２５の整数である。例示的
なアニオン性界面活性剤は、オクチルベンゼンスルホン酸、ドデシルベンゼンスルホン酸
、セチルベンゼンスルホン酸、α－オクチルスルホン酸、α－ドデシルスルホン酸、αセ
チルスルホン酸、ポリオキシエチレンオクチルベンゼンスルホン酸、ポリオキシエチレン
ドデシルベンゼンスルホン酸、ポリオキシエチレンセチルベンゼンスルホン酸、ポリオキ
シエチレンオクチルスルホン酸、ポリオキシエチレンドデシルスルホン酸、及びポリオキ
シエチレンセチルスルホン酸を含むが、これらに限定されるものではない。一般的には、
１～１５％のアニオン性界面活性剤がエマルジョンプロセスに使用される。例えば、アニ
オン性界面活性剤の使用量が３～１０％であれば、至適な結果が得られる。
【０１０９】
　シリコーンエマルションはアニオン性界面活性剤以外に追加の乳化剤を更に含んでいて
もよく、それにより、乳化及び重合の温度が制御されるとともに、簡単な方法でより迅速
にエマルションの製造が促される。非イオン性乳化剤は、親水性親油性バランス（ＨＬＢ
）値が１０～１９であるものが好適であり、それにはポリオキシアルキレンアルキルエー
テル、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル、及びポリオキシアルキレンソル
ビタンエステルが含まれる。ＨＬＢ値が１０～１９である一部の有用な乳化剤には、ポリ
エチレングリコールオクチルエーテル、ポリエチレングリコールラウリルエーテル、ポリ
エチレングリコールトリデシルエーテル、ポリエチレングリコールセチルエーテル、ポリ
エチレングリコールステアリルエーテル、ポリエチレングリコールノニルフェニルエーテ
ル、ポリエチレングリコールドデシルフェニルエーテル、ポリエチレングリコールセチル
フェニルエーテル、ポリエチレングリコールステアリルフェニルエーテル、ポリエチレン
グリコールソルビタンモノステアリン酸塩、及びポリエチレングリコールソルビタンモノ
オレイン酸塩が含まれるが、これらに限定されない。
【０１１０】
　本発明の実施形態によれば、パーソナルケア組成物は、１種以上の有益剤を更に含み得
る。例示的な有益剤は、粒子、着色剤、芳香マイクロカプセル、ゲル網状組織、及びスキ
ンシリコーンなどの他の不溶性スキンコンディショニング剤又はヘアコンディショニング
剤、ひまわり油又はヒマシ油などの天然油を含むが、これらに限定されるものではない。
或る実施形態において、有益剤は、粒子；着色剤；芳香マイクロカプセル；ゲル網状組織
；他の不溶性スキンコンディショニング剤又はヘアコンディショニング剤（例えばスキン
シリコーン）、天然油（例えばひまわり油又はヒマシ油）；及びこれらの混合物から成る
群から選択される。
【０１１１】
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　本組成物は水で希釈された時点でコアセルベート粒子を形成する。フロックサイズが約
２０マイクロメートル超のコアセルベート微粒子の百分率は、約１％～約６０％である。
或る実施形態において、フロックサイズが約２０マイクロメートル超のコアセルベート微
粒子の百分率は、約１％～約５０％、又は約１％～約４０％、又は約１％～約３０％、又
は約５％～約２０％、約５％～約１５％である。１：５０の希釈率になるように組成物を
水で希釈した後、フロックサイズを測定する。
【０１１２】
　フロックサイズの測定にはＬａｓｅｎｔｅｃ　ＦＢＲＭ法を使用できる。本組成物を好
適な混合容器内に入れて蒸留水中に１：９で溶かした希釈液を作り、周囲温度にて２５０
ｒｐｍで５分間混合する。臑動ポンプを使用して環境蒸留水を混合容器に１００ｇ／ｍｉ
ｎの速度で移し入れて、組成物対蒸留水の最終的な希釈率を１：５０部にする。１０分間
平衡化した後、Ｌａｓｅｎｔｅｃ収束ビーム反射法（Ｆｏｃｕｓｅｄ　Ｂｅａｍ　Ｒｅｆ
ｌｅｃｔａｎｃｅ　Ｍｅｔｈｏｄ）（ＦＢＲＭ）［モデルＳ４００Ａ、Ｍｅｔｔｌｅｒ　
Ｔｏｌｅｄｏ　Ｃｏｒｐから入手可能］を使用して、弦長及び微粒子（数／秒）で測定さ
れたフロックサイズ及び量を定量する。
【０１１３】
　コアセルベート微粒子の粘度を圧搾流で測定し、圧搾流粘度を得ることができる。次の
ようにして、コアセルベートをレオロジー試験用に調製し単離できる。組成物を蒸留水中
に１：５０で希釈し、よく混合して、４５００ｒｐｍで３０分間遠心分離した後、少なく
とも３グラムのコアセルベートペレットが生成される量で周囲温度にて調製する。上澄み
を傾瀉させて捨て、コアセルベートのペレットを収集する。測定前にサンプルの一貫性を
確保するため、９１００ｒｐｍにて１５分間の第２の遠心分離ステップが必要とされる。
容器の底部に収集されたコアセルベートペレットに影響を及ぼさないようにして、残りの
上澄み液を全て除去する。
【０１１４】
　圧搾流実験では、２５℃に平衡化された従来のレオメーター上の半径Ｒの２枚の平行プ
レート（例えば、ＴＡ　ＡＲ２０００上の２５ｍｍの平行プレート）の間に、試験対象の
コアセルベートを装填する。試験開始に先立って１０００マイクロメートルのギャップが
完全に埋まる程度の十分なコアセルベートを添加し、余計な材料を全て切り詰める。サン
プルの負荷応力を１分間緩和させる。ギャップの縮小に伴い、上部プレートは定線速度で
降下する。この工程の間、下部プレートに対してサンプルが印加した法線力を、レオメー
ターで測定する。圧搾実験に利用される典型的な直線速度は、１０又は１００マイクロメ
ートル／秒である。１０００マイクロメートルのギャップは、最終的ギャップが１００マ
イクロメートルに達するまで、又は法線力が最大計器公差に達するまで縮小する。
【０１１５】
　測定された力Ｆ、及びギャップｈを更に分析し、従来型の粘度対剪断速度フォーマット
を求める。ニュートン性の平行プレートと様々な非ニュートン性材料との間の圧搾流分析
は、文献（Ｊ．ｏｆ　Ｎｏｎ－Ｎｅｗｔｏｎｉａｎ　Ｆｌｕｉｄ　Ｍｅｃｈａｎｉｃｓ，
１３２（２００５）１～２７）に掲載されている。べき法則モデルは、非線形領域におけ
る粘度挙動の説明に最適であることから、コアセルベートについて説明する場合に選ばれ
ている。力に対応する式から、冪法則パラメータＫ、べき法則整合性、及び冪法則指数ｎ
を定数領域、定数直線速度、不滑（no-slip）圧搾流下にあるギャップの関数として定量
する（Ｊ．ｏｆ　Ｎｏｎ－Ｎｅｗｔｏｎｉａｎ　Ｆｌｕｉｄ　Ｍｅｃｈａｎｉｃｓ，１３
２（２００５）１～２７）。最初に、式の両辺の自然対数を採取して、非線形力対ギャッ
プの式を線形化する。次いで、実験的条件による公知の定数を使用して、ｌｎ（力）対ｌ
ｎ（ギャップ）の線形領域に適合（fit）する傾き及び切片から、べき法則パラメータＫ
及びｎを求める。これらＫ及びｎ値を利用して、べき法則モデルを介して圧搾流粘度ηを
特定の
【０１１６】
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【数１】

　で計算できる。
【０１１７】
【数２】

【０１１８】
　この関係を使用して、剪断率１００ｓ-1で圧搾流粘度を定量する。
【０１１９】
　本組成物は水で希釈された時点でコアセルベート粒子を形成する。ＴＡ　ＡＲ２０００
レオメーターを用い、２５℃にて１００ｓ-1で測定されたコアセルベート粒子は、約１Ｐ
ａ・ｓ～約１００Ｐａ・ｓ、又は約１Ｐａ・ｓ～約８０Ｐａ・ｓ、又は約２Ｐａ・ｓ～約
６０Ｐａ・ｓ、又は約３Ｐａ・ｓ～約５０Ｐａ・ｓ、又は約４Ｐａ・ｓ～約４０Ｐａ・ｓ
、又は約５Ｐａ・ｓ～約３０Ｐａ・ｓ、又は約１０Ｐａ・ｓ～約２０Ｐａ・ｓの圧搾流粘
度を有する。Ｐａ・ｓは、パスカル秒を意味する。これらの値は、組成物を約１：５０（
組成物：水）となるように水で希釈する場合に関する。
【０１２０】
　本方法の一実施形態によれば、１～１００の尺度で６０以上、又は６５以上、又は７０
以上、又は７５以上、又は８０以上、又は８５以上の平均消費者受容評点が達成される。
平均消費者受容評点値を得る目的から、１０～４００人、例えば１６～３１０人規模の消
費者パネルによって本組成物を評価する。３日～４週間に及ぶ期間にわたって、パネリス
トらに本組成物のみをシャンプーとして使うように依頼する。使用後は、属性の異なる組
成物、及びその使用経験をパネリストに５点の尺度で評価してもらう。数値解析のため、
解答を１００点の尺度に変換し、平均消費者受容評点を計算する。
【０１２１】
　第１の態様の代替実施形態は毛髪をトリートメントする方法に関し、本方法は
　（ａ）約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の重量平均Ｍ．Ｗｔ．を有し、約０．１ｍ
ｅｑ／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーと、
　（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポリマーであっ
て約１．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する前記コポリマーと、
　（ｃ）抗ふけ活性物質と、
　（ｄ）化粧用として許容可能なキャリアと、
　（ｅ）界面活性剤と、を含む組成物を毛髪に塗布する工程を含み、
　（ａ）：（ｂ）の重量比が約１０００：１～約３．５：１であり、
　かつ（ａ）＋（ｂ）の合計が本組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の
量であるコンディショニング組成物に関する。
【０１２２】
　この代替実施形態に係る実施形態において、本方法は組成物を水で希釈する工程、即ち
、組成物：水の重量比が約１：５０（組成物：水）となるように水で希釈する工程を更に
含む。或る実施形態においては、組成物を水で１：５０となるように希釈した後、コアセ
ルベート粒子が形成される。ＴＡ　ＡＲ２０００レオメーターを用い、２５℃にて１００
ｓ-1で測定されたコアセルベート粒子は約１ｃＰ～約１００ｃＰの圧搾流粘度、及び約２
０マイクロメートル超のフロックサイズを有するコアセルベート微粒子の百分率は約１％
～約６０％であり、抗ふけ活性物質の頭皮上への付着が少なくとも約１マイクログラム／
ｃｍ2である。この代替実施形態に係る実施形態において、本方法は毛髪をすすぎ洗いす
る工程を更に含む。
【０１２３】
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　第２の態様によれば、本発明はヘアコンディショニング組成物に関し、本組成物は
　（ａ）約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の重量平均Ｍ．Ｗｔ．を有し、約０．１ｍ
ｅｑ／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーと、
　（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポリマーであっ
て約１．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する前記コポリマーと、
　（ｃ）抗ふけ活性物質と、
　（ｄ）化粧用として許容可能なキャリアと、
　（ｅ）界面活性剤と、を含む組成物を毛髪に塗布する工程を含み、
　（ａ）：（ｂ）の重量比が約１０００：１～約３．５：１であり、
　かつ（ａ）＋（ｂ）の合計が本組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の
量であるコンディショニング組成物に関する。
【０１２４】
　第１の態様に関して記載される組成物の詳細はまた、第２の態様の組成物にも準用され
る。
【０１２５】
　或る実施形態において、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｒ／Ｓ　Ｐｌｕｓ　Ｒｈｅｏｍｅｔｅ
ｒを用い、２６．６℃にて２ｓ-1で測定された本組成物は、４，０００ｃＰ～２０，００
０ｃＰ、又は約６，０００ｃＰ～約１２，０００ｃＰ、又は約８，０００ｃＰ～約１１，
０００ｃＰの粘度を有する。
【０１２６】
　或る実施形態において、本組成物は水で１：５０となるように希釈した時点でコアセル
ベート粒子を形成する能力を有し、ＴＡ　ＡＲ２０００レオメーターを用い、２５℃にて
１００ｓ-1で測定されたコアセルベート粒子は約１ｃＰ～約１００ｃＰの圧搾流粘度を有
し、約２０マイクロメートル超のコアセルベート微粒子の百分率は約１％～約６０％のフ
ロックサイズを有する、抗ふけ活性物質の頭皮上への付着は少なくとも約１マイクログラ
ム／ｃｍ2である。第１の態様に関して記載されるコアセルベートの詳細及び消費者受容
度もまた、第２の態様の組成物にも準用される。
【０１２７】
　第３の態様は、第２の態様による組成物を毛髪のトリートメントに使用する方法に関す
る。或る実施形態において、使用目的は、毛髪感触の良好化、及び／又はふけの減少を達
成することにある。第１の態様に関して記載される組成物の詳細はまた、第３の態様の組
成物にも準用される。
【０１２８】
　キットに関する第４の態様は、
　（ａ）第１の態様による方法を含む塗布指示書と、
　（ｂ）組成物と、を具備するキットに関する。
【０１２９】
　或る実施形態において、キットの組成物は第２の態様による組成物である。
【０１３０】
　第１の態様に関して記載される組成物の詳細はまた、第４の態様の組成物にも準用され
る。第１の態様に関して記載される方法の詳細はまた、第４の態様の方法にも準用される
。
【実施例】
【０１３１】
　以下の実施例は、本発明を例示する。例示されている組成物は、従来の配合及び混合技
術により調製することができる。ヘアケア処方分野の専門家の技術範囲内での本発明の他
の修正は、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく行われ得ることが理解されよう。
本明細書における部、百分率、及び比率は全て、特に指定しない限り重量基準である。或
る成分は、供給元から希釈溶液として入手される場合がある。記載した濃度は、別段の指
定がない限り、活性物質の重量百分率を表す。
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【０１３２】
　実施例１、２、８及び９は本発明に準じ、実施例３、４、５、６、７及び１０～１１は
本発明に準じていない。
【０１３３】
【表１】

　凡例：
【０１３４】
【表２】

【０１３５】
　比較データ
　実験Ｉ：
　実験Ｉでは、コアセルベートの圧搾流粘度、コアセルベート粒子のフロックサイズ、頭
皮上への抗ふけ活性物質の付着、及び消費者受容評点に関して、下表の組成物どうしを比
較する。組成物１、３～８、及び１０は、上記実施例の項中の表からの引用である。結果
を下表に示す。
【０１３６】
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【表３】

　凡例：1＝グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウム（０．８ｍｅｑ／ｇの電荷密度
、及び５００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．）；2＝Ｒｈｏｄｉａ製のＰＱ－７６（１
．６ｍｅｑ／ｇの電荷密度、及び１，０００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．）。
【０１３７】

【表４】

　凡例：#＝上記実施例の項中の表からの引用；1＝グアーヒドロキシプロピル塩化トリモ
ニウム（０．７ｍｅｑ／ｇの電荷密度、４２５，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．）；2＝
Ｒｈｏｄｉａ製のＰＱ－７６（１．６ｍｅｑ／ｇの電荷密度、１，０００，０００ｇ／ｍ
ｏｌのＭ．Ｗｔ．）；3＝Ａｓｈｌａｎｄ製の配合物、即ち、グアーヒドロキシプロピル
塩化トリモニウム（５００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．、１．１ｍｅｑ／ｇの電荷密
度）をＡＭ／ＡＰＴＡＣ（１，１００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．、１．８ｍｅｑ／
ｇの電荷密度）に９５：５で配合したもの。
【０１３８】
　上記実施例の項に詳述されている組成物は、グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウ
ムとＰＱ－７６とを様々な比率で含む。実験Ｉは、消費者感触評点の良好化と頭皮上の抗
ふけ剤付着の増大との間に存在するトレードオフを示す。組成物Ｘはグアー単独の対照で
ある。
【０１３９】
　本発明に準ずる（ａ）＋（ｂ）値は、消費者受容に関して相関する。この相関は、組成
物８及び組成物１０を比較したときに確認できる。組成物１０は付着量が多く、結果とし
て、平均消費者受容評点が許容範囲外である。他方、組成物８は付着量が多く、消費者受
容評点が良好である。組成物８と組成物１０の相違点は、カチオン性グアーポリマーとカ
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チオン性コポリマーの合計量、即ち（ａ）＋（ｂ）値だけである。抗ふけ剤の付着は、組
成物８と組成物１０の両方で類似している。組成物１０と比べて組成物８の方が、２０マ
イクロメートル超のフロックサイズを有するコアセルベート粒子の百分率が低い。この百
分率は、フロックサイズに起因するものであり、組成物８の消費者受容評点が良好である
のに対して組成物１０の消費者受容評点が良くないという結果をもたらしている。
【０１４０】
　実験ＩＩ：
　下記の組成物Ａ～Ｈを調製する。組成物Ａ～Ｈは、Ｗａｃｋｅｒ製の１２．５％（ＳＬ
Ｅ１Ｓ）；１．５％ラウリル硫酸ナトリウム（ＳＬＳ）；１．５％コカミドプロピルベタ
イン（ＣＡＰＢ）；１％ジメチコノールエマルションを含むシャーシを主成分とする。組
成物Ｂ及びＣは本発明に準ずる。組成物Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ及びＨは本発明に準じていな
い。組成物Ａは欧州特許出願公開第１０８０７１４Ａ２号の実施例１を表し、特にカチオ
ン性グアーポリマー及びカチオン性コポリマーに関する。シャーシは、欧州特許出願公開
第１０８０７１４Ａ２号の実施例１の他の成分に類似している。欧州特許出願公開第１０
８０７１４Ａ２号の米国における等価物は、米国特許出願公開第２００３／０１７６３０
３号である。下の表中の組成物どうしを、コアセルベート粒子の圧搾流粘度、コアセルベ
ート粒子のフロックサイズ、頭皮上への抗ふけ活性物質の付着に関して比較する。結果を
表に示す。
【０１４１】
【表５】

　凡例：*＝塩化アクリルアミドプロピルトリモニウム／アクリルアミドコポリマー（４
，０００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．、及び４．２ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する、
Ｃｉｂａから入手可能）；§＝Ｊａｇｕａｒ（登録商標）Ｃ－１７は上の式Ｇに適合し、
約０．６ｍｅｑ／ｇのカチオン電荷密度、及び約２，２００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗ
ｔ．を有する、Ｒｈｏｄｉａ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能；1＝グアーヒドロキシプロ
ピル塩化トリモニウム（０．７ｍｅｑ／ｇ電荷密度、４２５，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗ
ｔ．）；2＝Ｒｈｏｄｉａ製のＰＱ－７６（１．６ｍｅｑ／ｇの電荷密度、１，０００，
０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．）；3＝Ａｓｈｌａｎｄ製の配合物：グアーヒドロキシプ
ロピル塩化トリモニウム（５００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．；１．１ｍｅｑ／ｇの
電荷密度）をＡＭ／ＡＰＴＡＣ（１，１００，０００ｇ／ｍｏｌのＭ．Ｗｔ．；１．８ｍ
ｅｑ／ｇの電荷密度）に９５：５で配合したもの。
【０１４２】
　実験ＩＩにおいて実証されているように、本発明に準ずる組成物Ｂ及び組成物Ｃはコア
セルベートのフロックサイズ及び圧搾流粘度が良好であり、結果として良好な消費者受容
評点が得られる。組成物Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ及びＨは、コアセルベートのフロックサイズ
及び圧搾流粘度に関して本発明の範囲に含まれず、消費者受容度が低い。組成物Ａは、カ
チオン性グアーポリマーとカチオン性コポリマーの両方の分子量及び電荷密度、並びに（
ａ）：（ｂ）の比率が本発明に準じておらず、結果としてコアセルベートのフロックサイ
ズ及び圧搾流粘度特性が本発明の範囲から外れる組成物を示す。組成物Ｄにおいて、組成
物Ａのカチオン性コポリマーは、本発明に準ずるカチオン性コポリマー（ｂ）の定義の範
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囲内に含まれるカチオン性コポリマーで置換されている。組成物Ｅにおいて、組成物Ａの
カチオン性グアーは、本発明に準ずるカチオン性グアー（ａ）の定義の範囲内に含まれる
カチオン性グアーで置換されている。しかしながら、組成物Ｄ及び組成物Ｅの場合は依然
として、圧搾流粘度及びフロックサイズに関するコアセルベート特性が本発明の範囲から
外れる結果になる。組成物Ｆ、Ｇ、及びＨは、（ａ）：（ｂ）の比率が本発明の範囲内で
はあるが、カチオン性グアーポリマー又はカチオン性コポリマーの分子量及び／若しくは
電荷密度値が本発明の範囲から外れるものであることを実証している。この結果、コアセ
ルベート特性（フロックサイズ及び圧搾流粘度）が本発明の範囲から外れる。コアセルベ
ート特性（コアセルベートのフロックサイズ及び圧搾流粘度）と消費者受容度の関係につ
いては、図１の項で説明する。
【０１４３】
　図１
　図１は、コアセルベート特性（コアセルベートのフロックサイズ、圧搾流粘度）、及び
消費者受容度に関するグラフである。軸Ｘ：１００ｓ-1におけるコアセルベート粒子の圧
搾流粘度（センチポアズ）である。軸Ｙ：約２０マイクロメートル超のフロックサイズを
有するコアセルベート粒子の百分率である。泡の大きさは、消費者受容評点に関する（大
きい泡は、消費者受容度が高いことを意味する）。コアセルベート粒子のフロックサイズ
又は圧搾流粘度の増加に伴って泡の大きさが縮小する。これは、消費者受容評点とコアセ
ルベート特性の関係を示す。カチオン性ポリマーの特性が変化した場合、特にその比率及
び濃度が本発明の範囲外に変動したときは、コアセルベート粒子のフロックサイズ又は圧
搾流粘度の消費者受容度が下がる。例えば、カチオン性グアーポリマー：カチオン性コポ
リマーの比率（即ち（ａ）：（ｂ））は「（ａ）：（ｂ）の重量比を約１０００：１～約
３．５：１とした場合」の範囲から外れており、よって、濃いグレーで塗り潰された円は
所望の消費者受容度の範囲から外れる。（ａ）：（ｂ）の比率は「（ａ）：（ｂ）の重量
比を約１０００：１～約３．５：１とした場合」の範囲を下回るため、黒で塗り潰された
円の組成物は本発明の範囲外である。薄いグレーで塗り潰された円は、「（ａ）＋（ｂ）
の合計を約０．０００１％～約０．７％の量とした場合」の範囲を超えており、よって、
所望される消費者受容度の範囲から外れる。
【０１４４】
　条項
　下掲の条項は明細書（the description）の一部である。
　１．
　　（ａ）約１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ未満の重量平均分子量を有し、約０．１ｍｅ
ｑ／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するカチオン性グアーポリマーと、
　　（ｂ）アクリルアミドモノマーとカチオン性モノマーとのカチオン性コポリマーであ
って約１．０ｍｅｑ／ｇ～約３．０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有する前記コポリマーと、
　　（ｃ）抗ふけ活性物質と、
　　（ｄ）化粧用として許容可能なキャリアと、
　　（ｅ）界面活性剤と、を含む組成物を毛髪に塗布する工程を含み、
　（ａ）：（ｂ）の重量比が約１０００：１～約３．５：１であり、
　（ａ）＋（ｂ）の合計が前記組成物全体の約０．０００１重量％～約０．７重量％の量
である、ヘアコンディショニング組成物。
　２．約１５０，０００～約８００，０００ｇ／ｍｏｌ、又は約２００，０００～約７０
０，０００ｇ／ｍｏｌ、又は約３００，０００～約７００，０００ｇ／ｍｏｌ、又は約４
００，０００～約６００，０００ｇ／ｍｏｌのカチオン性グアーポリマーの重量平均分子
量を有する、条項１に記載の組成物。
　３．（ａ）：（ｂ）の重量比が、約８００：１～約４：１、又は約５００：１～約４：
１、又は約１００：１～約５：１、又は約１００：１～約６：１、又は約５０：１～約６
．５：１、又は約５０：１～約７：１、又は約５０：１～約８．３：１、又は約５０：１
～約１６．７：１である、条項１又は２に記載の組成物。
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　４．約１．１ｍｅｑ／ｇ～約２．５ｍｅｑ／ｇ、又は約１．１ｍｅｑ／ｇ～約２．３ｍ
ｅｑ／ｇ、又は約１．２ｍｅｑ／ｇ～約２．２ｍｅｑ／ｇ、又は約１．２ｍｅｑ／ｇ～約
２．１ｍｅｑ／ｇ、又は約１．３ｍｅｑ／ｇ～約２．０ｍｅｑ／ｇ、又は約１．３ｍｅｑ
／ｇ～約１．９ｍｅｑ／ｇのカチオン性コポリマーの電荷密度を有する、条項１～３のい
ずれか一項に記載の組成物。
　５．塩基性炭酸亜鉛、炭酸水酸化亜鉛、水亜鉛土、炭酸水酸化亜鉛銅、水亜鉛銅鉱、炭
酸水酸化銅亜鉛、亜鉛孔雀石、亜鉛イオン含有フィロケイ酸塩、層状複水酸化物、ヒドロ
キシ複塩、及びこれらの混合物から成る群から選択される亜鉛含有の層状材料を更に含む
、条項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
　６．頭皮への塩基性炭酸亜鉛の付着が、少なくとも約１マイクログラム／ｃｍ2である
、条項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
　７．化粧用として許容可能なキャリアが、化粧用として許容可能な水性キャリアであり
、約２０％～約９５％、又は約６０％～約８５％の濃度で存在する、条項１～６のいずれ
か一項に記載の組成物。
　８．（ａ）＋（ｂ）の合計が、本組成物全体の約０．０１重量％～約０．７重量％、又
は約０．１重量％～約０．５重量％、又は約０．１重量％～約０．４重量％、又は約０．
２重量％～約０．３重量％である、条項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
　９．前記組成物が、カチオン性グアーポリマー（ａ）を本組成物全体の約０．０１重量
％～約０．７重量％、又は約０．０４重量％～約０．５５重量％、又は約０．０８重量％
～約０．５重量％、又は約０．１６重量％～約０．５重量％、又は約０．２重量％～約０
．５重量％、又は約０．３重量％～約０．５重量％、又は約０．４重量％～約０．５重量
％含む、条項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
　１０．前記組成物が、本組成物全体の約０．００１重量％～約０．１重量％、又は約０
．０１重量％～約０．１重量％、約０．０２重量％～約０．１重量％のカチオン性コポリ
マー（ｂ）を含む、条項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
　１１．前記組成物が、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｒ／Ｓ　Ｐｌｕｓレオメーターを用い、
２６．６℃にて２ｓ-1で測定されたとき、４，０００ｃＰ～２０，０００ｃＰの粘度を有
する、条項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
　１２．界面活性剤が、アニオン性界面活性剤である、条項１～１１のいずれか一項に記
載の組成物。
　１３．カチオン性モノマーが、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジメチル
アミノプロピル（メタ）アクリレート、ジテルチオブチルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート、ジメチルアミノメチル（メタ）アクリルアミド、ジメチルアミノプロピル（メタ）
アクリルアミド、エチレンイミン、ビニルアミン、２－ビニルピリジン、４－ビニルピリ
ジン、塩化トリメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリレート、トリメチルアンモニウ
ムエチル（メタ）アクリレートメチル硫酸塩、塩化ベンジルジメチルアンモニウムエチル
（メタ）アクリレート、塩化４－ベンゾイルベンジルジメチルアンモニウムエチルアクリ
レート、塩化トリメチルアンモニウムエチル（メタ）アクリルアミド、塩化トリメチルア
ンモニウムプロピル（メタ）アクリルアミド、塩化ビニルベンジルトリメチルアンモニウ
ム、塩化ジアリルジメチルアンモニウム、及びこれらの混合物から成る群から選択される
、条項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
　１４．条項１～１１のいずれか一項に記載の組成物を毛髪のトリートメントを目的とす
る、使用。
　１５．毛髪感触の良好化を達成することを目的とする、条項１２に記載の使用。
　１６．条項１～１２のいずれか一項に記載の組成物を毛髪に塗布することを含む、毛髪
をトリートメントする方法。
【０１４５】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような寸法のそれぞれは、記載
された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、
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「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図している。
【０１４６】
　任意の相互参照又は関連特許若しくは関連出願を包含する本明細書に引用される全ての
文献は、明確に除外ないしは別の方法で限定されない限り、その全てを本明細書中に参照
により組み込まれる。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示又は特許請求さ
れる全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また、こうした文
献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにおいて、こうした
発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するものでもない。更に
、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み込まれた文書中
の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語に割り当てられ
る意味又は定義に準拠するものとする。
【０１４７】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。

【図１】
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